
　政府は６月２３日、臨時閣議を開き、２０１０年度の予
算編成の基本方針を盛り込んだ「経済財政改革の基
本方針（骨太方針）０９」を決定した。与謝野馨経済
財政担当相（財務相）は同日の臨時閣議終了後の記
者会見で「自然増はそのまま認める」とし、１０年度
予算で機械的な２２００億円の削減は行わないことを約
束した。
　また、政府は７月１日の臨時閣議で、１０年度予算
の概算要求基準（シーリング）を了解した。高齢化
の進展による年金や医療費の自然増１兆９００億円は
全額を認めるため、社会保障費は過去最大の２５.１兆
円になる。
　国会では、７月１３日、参院本会議で臓器移植法改
正案について採決が行われ、Ａ案が賛成多数で可決
された。

 

２０１０年度予算、２２００億円削減はない／骨太０９
を閣議決定「０６踏まえ」は残る
　政府は６月２３日、臨時閣議を開き、２０１０年度の予
算編成の基本方針を盛り込んだ「経済財政改革の基
本方針（骨太方針）０９」を決定した。同日午前に開
かれた自民党総務会で、社会保障費２２００億円削減を
継続しないことは確認したが、「骨太０６等を踏まえ」
という歳出削減の象徴的文言は原案通り残す形で決
着した。与謝野馨経済財政担当相（財務相）は同日
の臨時閣議終了後の記者会見で「自然増はそのまま
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※太字は一般参加の行事、詳細は後掲４５～４６ページ

※１５日土は医師会館休館日です。

場　　所開始時間行　　　事
府医師会館３０５午後２時保険審査通信検討委員会７日金

ホテルグランヴィア京都
午後１時第６２回定期総会

９日日 午後３時３０分記念講演会
午後５時３０分協会創立６０周年記念祝賀会

未定午後２時医院・住宅新（改）築相談室１２日水
府医師会館４０４－４０６午後２時金融共済委員会１９日水
未定午後１時ファイナンシャル相談室

２０日木 未定午後２時法律相談室
未定午後２時雇用管理相談室
未定午後２時経営相談室

２６日水
未定午後２時３０分医療制度検討委員会
新・都ホテル午後３時地区医師会長との懇談会２９日土

8
月
保
険
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協
会
の
行
事
予
定

場　　所開始時間行　　　事
大阪ガスクッキングスクール京都午後２時　男の料理教室９月１２日土
あいおい損保新宿ホール（東京）午後１時３０分　貧困をなくし、社会保障を守る「基本法」を考えるシンポジウム

９月２７日日
メルパルク京都６Ｆ会議室６午後２時　新規開業予定者のための講習会
府医師会館（予定）午後２時　第６３０回社会保険研究会１０月１５日木
大津・石山寺など午前１０時（予定）　文化ハイキング１０月２５日日

今
後
の
予
定



認める」とし、１０年度予算で機械的な２２００億円の削
減は行わないことを約束した。
　閣議決定した骨太０９では、今後の財政運営の在り
方について「短期は大胆、中期は責任」の観点で進
めるとの方針を掲げた。１０年度予算の方向としては
「骨太０６等を踏まえ、無駄の排除など歳出改革を継続
しつつ、安心・安全を確保するために社会保障の必
要な修復をする」と明記。原案の文章に「無駄の排
除など」「社会保障の必要な修復をする」との文言を
加筆した。機械的な歳出削減が社会保障に悪影響を
及ぼしたことを想起させる表現を加え、歳出削減色
を薄めることで、「骨太０６」の記載だけは何とか残し
た格好だ。さらに「０８年度とは異なる概算要求基準
を設定し、メリハリの効いた予算編成を行う」とも
明記し、前年度のシーリングとの違いを強調する表
現も織り交ぜた。
　与謝野経財相は、１０年度予算編成での社会保障費
２２００億円削減の考え方として「自然増はそのまま認
める。無理のない範囲で節約に努めるが、数字をも
って節約の目標を示すことはしない。節約した部分
は社会保障に充てると与党に説明し、了承を取り付
けた」と述べた。ただ「与野党通じて無理な抑制は
やめてくれ、というのが国会のコンセンサス。抑制
はするが、医療、介護現場を考えて無理な抑制は避
けるということ。無理のない範囲で最大限の抑制を
する。１１年度に累積して自然増を１兆１０００億円抑え
るということは変わらない」とも述べ、骨太０６の歳
出削減の考え方は継続しているとした。
（６/２４MEDIFAXより）

社会保障の「ほころび」修復を／骨太０９決定、
安定財源の確保も強調
　６月２３日に閣議決定した「経済財政改革の基本方
針（骨太方針）２００９～安心・活力・責任～」では、
最優先課題として「経済危機克服」と「安心社会実
現」を両輪に位置付けた。特に安心社会実現に向け
ては、機能強化・効率化により社会保障の「ほころ
び」を修復する方針を打ち出し、税制抜本改革を通
じた安定財源の裏打ちを制度的に確保する考えを盛
り込んだ。
　骨太０９は、①危機克服の道筋②成長力の強化③安
心社会の実現④今後の財政運営の在り方―の４章立
て。このうち社会保障関係をみると、成長力強化の
１つとして「健康長寿」を位置付けた。
　健康長寿では、介護分野での雇用を３年間で３０万

人創出するほか、地域医療の再生、大学病院の機能
強化、医療拠点病院の強化などを盛り込んだ。さら
に、世界トップレベルの新型インフルエンザ対策や
医療ＩＴ化推進などもメニューに載せた。さらに成
長力強化を図る上で、規制・制度改革が重要との観
点から、専門看護師の業務拡大などについて専門家
会議で検討し、２００９年度中に具体策を取りまとめる
ことを課題に挙げた。
　安心社会実現に向けては、社会保障の機能強化・
効率化が不可欠との見方を表明。中期プログラムで
示された１１年度までに実施すべき重要事項を着実に
実行すべきとした。具体的には、１３年度からスター
トする新たな医療計画で、急性期医療の新指針策定
を求めた。
　１０年度の診療報酬改定については、「選択と集中」
の考え方に基づき、診療報酬の配分見直しや、救急、
産科などの体制強化策を検討するとした。医療・介
護が連携したサービスを提供するため、１２年度の介
護報酬との同時改定に向けて検討を進める必要性も
示した。
　また、急性期医療の職員配置、医療・介護のマン
パワー数、機能別の病床数など１５年時点の「医療・
介護サービス・人材整備目標」について、「税制抜本
改革を実施する前に具体案を検討すべき事項」とし
て取り上げた。（６/２４MEDIFAXより）

特別枠、厚労省分は最大２０００億円／１０年度予
算シーリングを閣議了解
　政府は７月１日の臨時閣議で、２０１０年度予算の概
算要求基準（シーリング）を了解した。高齢化の進
展による年金や医療費の自然増１兆９００億円を全額
認めるため、社会保障費は過去最大の２５.１兆円にな
る。厚生労働省大臣官房会計課によると、経済緊急
対応予備費から捻出する「経済危機対応等特別措置」
の３５００億円のうち厚労省分として最大２０００億円の要
求が可能とし、８月末に締め切る概算要求までにメ
ニューを決定する方針だ。
　同課によると、社会保障費の自然増分の内訳は、
医療が３０００億円台半ば、年金が３０００億円強、介護が
１０００億円強、その他が２０００億円弱。
　自然増分の「可能な範囲での効率化」については
「額は示さない」とし、効率化によって発生した財源
は診療報酬改定など社会保障の充実に充てることが
できるとした。また、新たな安定財源が確保された
場合は予算編成過程で検討する。
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　「特別措置」は安心社会実現や経済危機克服、成長
力強化など、「骨太の方針０９」で示された重点課題の
うち、緊急性や政策効果が特に高い施策に重点配分
するための枠で、公共事業関係費やその他経費から
前年度比３％減の要望基礎額に２５％をかけて算出す
る。厚労省関連では最大２０００億円の要求が可能で、
医師不足対策などに充てることができる見通しだ。
特別措置の最終的な規模は、年末の経済状況を踏ま
えて決定する。
　後期高齢者医療制度の円滑な運営のための対策に
かかる経費は、シーリングとは別枠で対応する事項
とした。（７/２MEDIFAXより）

消費増税「避けて通れない」／党首討論で麻
生首相
　麻生太郎首相は６月１７日、民主党の鳩山由紀夫代
表との党首討論で、社会保障の財源として「消費税
は避けて通れない」との認識をあらためて示した。
麻生首相は、少子高齢化が進んでいる現代社会で社
会保障政策を実施するためには「財源問題の話なく
して対応はできない」と表明。経済状況の好転を前
提とした上で「消費税を含めて、税の抜本改正をや
らせていただく」と述べた。
　鳩山代表は、社会保障費の財源について「徹底的
に無駄遣いをなくしたいという方向から始めたい」
と主張。大規模な公共事業の廃止などで「２０兆円く
らい新しい政策に予算を計上したい」と見積もった。
また、消費税増税に関して「４年間、（民主党が）政
権を取っても増税をしない」と明言した。社会保障
費に消費税を充てるとの考えに対しては「本来なら
消費税を上げないで済む話」と切り捨てた。
（６/１８MEDIFAXより）

経済財政相に林芳正氏／首相、与謝野財務相
の兼務解く
　麻生太郎首相は７月１日、与謝野馨財務相の閣僚
ポスト兼務を一部解き、経済財政担当相に林芳正前
防衛相を起用することを決めた。一方、検討してい

た自民党役員人事については、党内の反発を考慮し、
断念した。（７/２MEDIFAXより）

臓器移植法改正Ａ案が成立／１５歳未満も移植
可能に
　「脳死は人の死」を前提にしている臓器移植改正法
案（いわゆるＡ案）が７月１３日の参院本会議で、賛
成多数で可決・成立した。投票総数は２２０票で、賛成
１３８票、反対８２票だった。Ａ案の成立により、１５歳未
満の臓器提供も国内で可能となる。参院ではＡ案の
ほか、臓器移植のときに限って脳死を人の死とする
修正Ａ案と、「子ども脳死臨調」の設置を求めるＥ案
が審議されていた。修正Ａ案は同日の本会議で、反
対多数で否決。Ｅ案はＡ案が可決したため、採決は
行われなかった。
　中山太郎衆院議員らが２００６年に提出したＡ案は、
脳死者の定義に関して、現行法から「その身体から
移植術に使用されるための臓器が摘出される者であ
って」との文言を削除した。削除の理由については
「脳死は人の死ということについて、おおむね国民的
合意は得られているため」とし、Ａ案の脳死者の定
義について理解を求めていた。
　臓器を摘出するために必要な意思確認に関してＡ
案は、本人意思が不明な場合は家族の同意で可能と
明記。臓器提供可能年齢については、現行の「１５歳
以上」から「年齢制限なし」に緩和した。現行法の
下では伸び悩んでいる脳死者からの臓器移植症例を
増やすのが狙いだ。
　日本医学会や日本移植学会などは、移植機会を増
やす可能性のあるＡ案を支持する立場を表明。臓器
移植を受けた患者ら５団体でつくる臓器移植患者団
体連絡会も、Ａ案成立を望む声明を発表していた。
一方、日本弁護士連合会や全国交通事故遺族の会な
どは、ドナー側への配慮がないとしＡ案成立に反対
の立場を明らかにしていた。（７/１４MEDIFAXより）
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【６月】イラン、再選挙による収拾困難に（２３日）◆足利事件の再審決定（２３日）◆マイケルジャクソンさん死去（２５日）◆京都教育
大生６人を不起訴処分（２６日）◆日本郵政、西川社長再任を決議（３０日）◆民主鳩山代表、虚偽記載認める（３０日）
【７月】◆麻生首相、党人事を断念（１日）◆ウィグル地区で暴動（５日）◆大阪市・パチンコ店で放火（５日）、◆水俣病新救済法案
が成立（８日）◆「核のない世界」約束、ラクイラ・サミット（８日）◆東京都議会議員選挙で民主が第１党に（１２日）

（６月２０日～７月１９日） 



臓器提供施設、要件見直しへ／改正法成立受
け厚労省
　１５歳未満の子どもからの臓器提供を可能とする改
正臓器移植法が成立したことを受け、厚生労働省は
７月１４日、臓器提供施設の要件を見直す方向で検討
を開始することを決めた。小児の臓器提供が可能と
なったことから、救命救急医療を行う小児専門病院
を提供施設の対象に含める方向だ。さらに、成人の
提供施設についても見直しが必要か検討を進める。
改正法が施行される１年後までに結論をまとめる方
針だ。
　現在、臓器提供を行う施設となるには▽大学病院
▽救命救急センター▽日本救急医学会の指導医指定
施設▽日本脳神経外科学会の専門医訓練施設―のい
わゆる「４類型施設」であることが前提となってい
る。
　１５歳未満の子どもの法的脳死判定は国内ではこれ
まで経験がなく、虐待を受けた子どもからの臓器提
供を防止するためにも、小児からの臓器提供は経験
が豊富な小児救命救急医療を行う小児専門病院が行
うことが望ましいとされる。だが、小児専門病院は
４類型施設には含まれておらず、提供施設の対象外
となっている。
　このため厚労省は、提供施設に対する調査や専門
家の意見を基に、小児の脳死判定を行う医師の選定
や、虐待児からの臓器提供を防ぐための院内でのチ
ェックの在り方など、小児の臓器提供を行うために
必要な施設の要件について検討する。救命救急医療
を行う小児専門病院も対象に含める方向で検討を進
める方針だ。
　厚労省はさらに、改正法により提供件数が増加す
る可能性があることから、成人の提供施設の要件に
ついても見直しの是非を含めた検討を並行して行
う。（７/１５MEDIFAXより）

短時間勤務制度を義務化／改正育休法が成立 
　３歳未満の子どもを持つ従業員を対象に短時間勤
務制度の導入を企業に義務付けることを柱とする改
正育児・介護休業法が６月２４日午前の参院本会議で
可決、成立した。
　改正育休法は「仕事と子育ての両立」のための環
境整備が狙いで、通常より短い１日６時間程度の短
時間勤務導入のほか、従業員が希望すれば残業を免
除することの制度化を企業に義務付けている。
　父親の育児休業取得を促すため、共働きの両親が

ともに育休を取得する場合、取得期間を現行の子ど
もが「１歳になるまで」から「１歳２カ月まで」に
延長。要介護状態の家族の世話に利用できる年５－
１０日の介護休暇も創設する。
　法案審議の過程で野党が「育休切り」防止への取
り組みを強めるよう要求。勧告に従わない違反企業
名の公表措置を法公布から１年以内としていたが、
３カ月以内に前倒し実施することなどで与野党が合
意し、衆院厚生労働委員会で共同修正。衆院本会議
では全会一致で可決した。【共同】

改正保助看法、全会一致で成立／１０年４月施行
　看護師国家試験の受験資格に「４年制大学卒業」
を追記する改正保健師助産師看護師法が７月９日、
衆院本会議で全会一致で可決・成立した。施行日は
２０１０年４月１日。
　改正法では、保健師と助産師の国試受験資格につ
いて文部科学相の指定した学校での修業年限を６カ
月から１年以上に延長することや、新人看護職員の
臨床研修を努力義務化することなどを盛り込んでい
る。（７/１０MEDIFAXより）

「さまざまな補助の手、差し伸べる」／オンラ
イン請求で舛添厚労相
　レセプトのオンライン請求について舛添要一厚生
労働相は７月８日の衆院厚生労働委員会で「経過措
置としてさまざまな補助の手を差し伸べる」と述べ、
オンライン請求を行う医療機関などへの設備投資を
補正予算を通じて支援していくとした。林潤氏（自
民）の質問に答えた。（７/９MEDIFAXより）

医師不足対策で「産婦人科の志望者増えた」
／舛添厚労相
　連合は７月２日、２０１０年度予算編成に向けた重点
要望事項をまとめ、舛添要一厚生労働相に要請した。
重点要望では最低賃金の底上げなど労働関連事項と
併せて、医師不足対策や医療提供体制の整備・充実
を要望。舛添厚労相は「医師不足対策で産科分野に
相当、力を注いだ結果、０９年度の募集状況を見ると
産婦人科の志望者は増えているし、ハイリスク分娩
管理加算も大きな病院で算定している。やはり政策
を変えていけばそれなりのことはある」と話した。
　舛添厚労相は「０９年度は医学部定員を約７００人増や
すなど、長期的に戦略的なビジョンを描けた」と指
摘。女性医師の勤務環境にも言及し「短時間労働の
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要望が最も強いので、これを進めていきたい」と述
べた。さらに「今は医療提供者側からの対策だが、
患者の方からの死因究明制度などもあり、それら施
策のバランスをどう取るか。適切に対応していきた
い」と話した。（７/３MEDIFAXより）

がん検診、受診率５０％に向け連携／厚労省が
推進本部
　渡辺孝男厚生労働副大臣は７月７日、厚生労働省
内で会見し、がん検診の受診率向上に向けた集中キ
ャンペーンなどの施策を指揮する「がん検診５０％推
進本部」を省内に設置すると発表した。
　同本部は、舛添要一厚生労働相をトップとし、健
康局長や医政局長、雇用均等・児童家庭局長など関
係局長らで構成。がん検診が市区町村や職域、保険
者、妊婦検診などで行われていることから、各局が
横断的に連携することが必要と判断した。
　２００７年に策定されたがん対策推進基本計画では１１
年度末までにがん検診受診率を５０％に引き上げるこ
とを目標としているが、実際の受診率は２０－３０％と
低迷している。渡辺副大臣は「よっぽど力を入れな
いと目標を達成できないという危機意識は持ってい
る。しっかり啓発、普及をやっていきたい」と述べ
た。（７/８MEDIFAXより）

「へき地保健医療計画」策定へ議論開始／厚
労省検討会が初会合
　厚生労働省は７月１０日、「へき地保健医療対策検討
会」（座長＝梶井英治・自治医科大教授）の初会合を開
き、２０１１年度から５年間の「第１１次へき地保健医療
計画」の策定方針について議論を開始した。同計画
は、無医地区などでの医療提供体制を確保するため
に都道府県単位で策定する。厚労省は０９年度内に議
論を取りまとめた上で、策定方針を通知する予定だ。
　へき地保健医療計画は①医師確保②医療確保③診
療支援④へき地医療の普及・啓発―などについて各
都道府県の施策を示すもので、１９５６年度から５年ご
とをめどに策定してきた。現在の第１０次計画は１０年
度に最終年を迎えることから、第１１次に向けて検討
会を設置した。
　事務局が示した資料によると、へき地を有する４３
都道府県のうち、医療計画とは別にへき地保健医療
計画を策定しているのは２９都道府県（６７％）。その他
の県は、医療計画でへき地医療に関する事項を設け
て対応していた。

　へき地医療対策に関する協議会を開催しているの
は８都道府県で、医師確保対策としては「自治医科
大卒業医師の活用」が最も多かった。医学部進学志
望者に対する修学資金貸付制度は多数の都道府県で
行われているものの、養成対象をへき地勤務医師に
限定したものはごく一部だった。
　同日は、第１１次計画の方向性について①地域枠の
医学部学生の養成方法②へき地医療施策を支援する
「へき地医療支援機構」の強化③へき地医療に従事す
る医師のキャリア・パス▽へき地診療所などを支援
する医療機関への支援―などの意見が上がった。
（７/１３MEDIFAXより）

ＰＩＣＵなど整備の必要性指摘／小児救急検
討会が中間まとめ公表
　厚生労働省は７月８日、「重篤な小児患者に対する
救急医療体制の検討会」（座長＝中澤誠・日本小児科
学会小児救急委員長）の中間取りまとめを公表した。
小児の救命救急医療を担う救命救急センターや、「超
急性期」を脱した小児患者に専門的医療を提供する
小児集中治療室（ＰＩＣＵ）を整備する必要性を指
摘している。
　同検討会は、日本の１－４歳の乳幼児の死亡率が
世界で２１位であることが世界保健機関（ＷＨＯ）に
より報告されたことなどを受け、小児患者に対する
３次救急医療体制について検討してきた。中間取り
まとめでは、小児の救命救急医療を担う救命救急セ
ンターを都道府県か３次医療圏に少なくとも１カ所
設置することが必要と指摘。さらに、小児専門病院
での救命救急医療への取り組みを積極的に進めるべ
きとしている。
　また、「超急性期」を脱した小児患者に対して専門
的医療を提供するＰＩＣＵを整備する必要性も指摘
し、救命救急センターからの転床・転院を促す体制
を整備することを提言。将来的な方向性として、医
療資源を集約して、１つまたは複数の都道府県ごと
に大規模なＰＩＣＵを持つ施設を整備することが望
まれるとの指摘があったことなども盛り込んでい
る。（７/１０MEDIFAXより）

統合失調症患者４.６万人の入院解消／厚労省
「改革ビジョン」で新目標
　２０１４年度までの１０年間で精神医療体制を再編・強
化するための方向性を示した「精神保健医療福祉の
改革ビジョン」（０４年９月策定）について、厚生労働
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省は７月９日、後期５年間の新たな数値目標のたた
き台を「今後の精神保健医療福祉のあり方等に関す
る検討会」（座長＝樋口輝彦・国立精神・神経センタ
ー総長）に示した。０５年時点で１９万６０００人いた統合
失調症による入院患者のうち、約４万６０００人の入院
を解消するとし、身体合併症対応施設など、施設の
整備数も盛り込むとしている。
　厚労省は改革ビジョンで「入院医療中心から地域
生活中心へ」との基本方針の下、精神保健医療福祉
体系の再編として、入院１年未満群の平均残存率を
２４％以下に、入院１年以上群の退院率を２９％以上に
することなどを目標に掲げ、これにより１５年には約
７万床の精神病床を削減できるとの見通しを示して
いる。（７/１０MEDIFAXより）

社保・年金病院の受け皿で法案検討／厚労省、
臨時国会へ提出視野に
　社会保険病院と厚生年金病院を所有する年金・健
康保険福祉施設整理機構（ＲＦＯ）が２０１０年９月で
解散することから、厚生労働省はＲＦＯに代わる受
け皿づくりを進めるための関連法案を今秋の臨時国
会に提出する検討を始めた。７月１日には省内に「社
会保険病院等対策本部」（本部長＝江利川毅・事務次
官）を設置。病院が必要な機能を存続していくため
の仕組みを検討していく。対策本部は、社保庁と医
政局、保険局、年金局の各局長、審議官、関係課長
級で組織する。施設整理推進室が事務局を務める。
（７/６MEDIFAXより）

救急搬送・受け入れの指針策定へ／厚労省と
消防庁が検討会
　２００９年４月に改正消防法が成立したことを受け、
厚生労働省と総務省消防庁は６月２９日、「傷病者の搬
送及び受け入れの実施基準等に関する検討会」（座長
＝山本保博・東京臨海病院長）の初会合を開き、救
急患者の受け入れ困難事例の防止を目的に、都道府
県が搬送や受け入れの実施基準をつくるためのガイ
ドライン策定に向けた検討を始めた。改正消防法が
施行される１０月末までに報告をまとめる。
（６/３０MEDIFAXより）

地上デジタル対応を補助／厚労省、災害拠点
病院などに対し
　厚生労働省は、２０１１年７月の地上デジタル放送へ
の完全移行を踏まえ、災害拠点病院などが地上デジ

タル放送対応テレビなどを購入する際の費用を補助
する。都道府県に対し、医療機関の要望を取りまと
めた上で８月３日までに事業計画を提出するよう求
めている。交付額は９月２５日に決定する予定だ。
　厚労省医政局が７月１０日付で通知した同事業の実
施要綱によると、地上デジタル放送に対応すること
で情報収集が必要不可欠な災害時医療を円滑に行う
ことが目的。厚労省は０９年度補正予算で４億５０００万
円を計上しており、予算の積算上、約２４００台分に対
応できるとしている。
　対象は地上デジタル放送に対応していない災害拠
点病院や救命救急センター、２次救急医療機関。公
的病院は除く。地上デジタル放送対応テレビやチュ
ーナー機器購入費を補助する。補助額は１カ所当た
り３７万円で、国庫補助は２分の１の１８万５０００円とし
ている。（６/１７MEDIFAXより）

０９年度の集合契約、２都県で一部未完了／特
定健診・保健指導
　特定健診・保健指導で複数の保険者がまとまって
健診・保健指導機関と契約する集合契約について、
２００９年度分の契約が東京、宮城両都県の一部で完了
していないことが分かった。６月２５日に都内で開か
れた保険者協議会中央連絡会の会合で報告された。
　また、同日の会合では、後期高齢者医療制度の運
営主体となる都道府県広域連合の全国組織として６
月３日に発足した「全国後期高齢者医療広域連合協
議会」の参加が了承された。（６/２６MEDIFAXより）

医の倫理で悪質度判断を／「捜査機関への通
知」で厚労省研究班
　厚生労働省が検討を進めている「医療安全調査委
員会（仮称）」について、医療機関から調査委への届
け出や、調査委から捜査機関への通知範囲などを検
討した厚労省研究班（研究代表者＝木村哲・東京逓
信病院長）は６月２１日、都内で中間報告会を開いた。
分担研究者の山口徹・虎の門病院長は、捜査機関へ
の通知範囲について「医療者の倫理に照らし、悪質
度の高さで判断するのが妥当と考えた」と説明した。
　報告書では、厚労省の大綱案で捜査機関への通知
範囲としている「標準的医療から逸脱した医療」に
ついて「医の倫理に反する故意に近い悪質な医療行
為」とし、その内容として①医学的根拠のない医療
②著しく無謀な医療③著しい怠慢─の３点を提示。
悪意ではない通常の過失や、不注意など誤った医療
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行為については行政処分で対処するとした。
（６/２３MEDIFAXより）

医政局長に阿曽沼氏、事務官では初／厚労省
人事、次官には水田氏
　舛添要一厚生労働相は６月２６日、閣議後の会見で、
同省の江利川毅・事務次官と社会保険庁の坂野泰治
長官が退任し、江利川氏の後任に水田邦雄・保険局
長、坂野氏の後任に渡邉芳樹・年金局長を充てる人
事案を発表した。医政局長には、事務官で初めて阿
曽沼慎司・社会・援護局長を起用する。
　水田氏の後任には、外口崇医政局長が就任する。
国会の審議日程などを見ながら、ほかの局長、課長
人事とあわせて正式に発表する。
　今回、保険局長への就任が公表された外口崇医政
局長は、慶応大医学部出身。同大大学院修了後１９８３
年に旧厚生省に入省。保険局医療課課長補佐、老健
局老人保健課長、健康局長などを経て２００７年８月に
現職に就いている。医政局長となる阿曽沼慎司・社
会・援護局長は京都大経済学部出身。７４年に入省し、
健康政策局経済課長、同総務課長、老健局長などを
歴任し０８年７月から現職。（６/２９MEDIFAXより）

老健局２課の名称変更／厚労省
　厚生労働省は７月１日付で、老健局介護保険課を
同局介護保険計画課に、同局計画課を同局高齢者支
援課にそれぞれ名称変更する。これに伴い、従来は
同局計画課で所管していた介護保険事業計画や老人
保健福祉計画の事務は介護保険計画課に、同局振興
課で所管していた有料老人ホーム関連の事務は高齢
者支援課に移る。
　介護保険計画課長には吉野隆之・介護保険課長が、
高齢者支援課長には菱田一計画課長が継続して就
く。（７/１MEDIFAXより）

大臣政策室と政策官を設置／厚労省、改革推
進室を改組
　厚生労働省は７月１日、厚労省改革に向け２００８年
７月に設置した「改革推進室」を改組し、「大臣政策
室」と「政策官」を設置した。大臣政策室は厚労大
臣直属で、重要な政策課題などについて大臣が適時・
適切な判断を行う際の補佐的役割をとる。
　大臣政策室は①広範な情報収集と適切な情報提供
②厚労大臣の判断・指示に当たっての論点整理③関
係省庁・省内部局との連絡・調整―が主な職務で、

厚労大臣は大臣政務室に対し特別事項の指示を行
う。改革推進室との違いについて、厚労省は「政策
についての大臣の意志決定の補佐的役割をとること
を明確にした」（大臣官房総務課）としている。
　大臣政策室長については、改革推進室に引き続き
福嶋輝彦・厚労大臣秘書官を充てた。政策室に配置
する政策官は各省庁と民間から１１人を配置。政策官
は改革推進室のメンバーに加え、「年金記録問題作業
委員会」委員の三木雄信・ＪＦＰ代表取締役社長を
任命した。（７/２MEDIFAXより）

財務次官に丹呉氏昇格／主計局長は勝氏
　与謝野馨財務相は６月２４日、杉本和行事務次官が
退任し、後任に丹呉泰健主計局長を昇格させる人事
を固めた。主計局長には勝栄二郎官房長を充てる。
７月中旬までに発令する見通し。丹呉氏は杉本氏と
同期の１９７４年入省組。小泉政権では５年半にわたっ
て首相秘書官を務めた。主計局の経験が長く、金融
危機後の経済対策を盛り込んだ数次にわたる補正予
算の編成でも、局長として中心的役割を担った。
（６/２５MEDIFAXより）

日本版ＥＨＲの実現を目指す／ＩＴ戦略本部
「i-Japan戦略２０１５」
　政府のＩＴ戦略本部（本部長＝麻生太郎首相）は
２０１５年までの将来ビジョンを示した「i-Japan戦略
２０１５」で、「日本版ＥＨＲ（仮称）」の実現を目指す
方針を明確に打ち出した。ＥＨＲ（Electronic 
Health Record）とは、地域の医療機関連携ネットワ
ークを利用して個人の医療・健康情報の共有化を図
る取り組み。個人の生涯にわたる保健医療サービス
の情報管理基盤となることが期待されているほか、
国レベルでは医療の質的向上、医療費の削減など、
医療構造改革の目標を達成するための有力な手段と
して注目されている。
　ＩＴ戦略本部が７月６日に決定したi-Japan戦略
２０１５は、医療・健康分野を３大重点分野の１つに位
置付けた。ＥＨＲによって、個人が入手した健康情
報を医療従事者に提示することが容易となり、医療
過誤の減少につながるとしたほか、過去の診療内容
に基づく継続的な医療サービスを受けることで不要
な検査を回避できるとしている。
　処方せんの電子交付や調剤情報の電子化は、処方
情報から調剤情報に至る際の変更内容を、患者や医
療機関にフィードバックすることで、医療サービス
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の安全性や利便性を高めるメリットがあると指摘。
匿名化された健康情報を全国規模で集積し、疫学的
に活用することで医療の質的向上につなげることが
期待できるとした。
　日本版ＥＨＲを実現させる方策については、医療
機関などでの安全性の確保を前提に、レセプトオン
ライン化を契機に整備が進むと期待されるネットワ
ーク接続環境を有効に活用する考えだ。
　患者の希望に応じて客観的な医療データを個人に
提供したり、個人に提供された情報を本人や医療従
事者が活用できる仕組みを実現させるほか、誰が情
報にアクセスしたかの履歴も確認できるようにす
る。このため「社会保障カード（仮称）」構想の検討
状況も踏まえ、医療・介護分野のＩＤ（Identification）
管理の基盤を早期に構築することも求めている。
　具体的な検討課題としては▽処方・調剤情報のデ
ジタル化に必要な制度の確立▽個人の健康情報の安
全な収集とその取り扱い方法に関する環境整備▽レ
セプト情報や特定健診情報などのデータベースシス
テムの分析・活用方策のルールづくり▽医療の質的
向上を図る観点から、収集するデータの対象を拡大
するための要件の明確化─などを挙げた。
（７/８MEDIFAXより）

「介護人材育成戦略」を提言／社会保障改革
推進懇談会
　社会保障改革推進懇談会（座長＝吉川洋・東京大
大学院教授）は６月１８日、報告書をまとめ、松本純・
内閣官房副長官に提出した。社会保障国民会議が提
言した社会保障制度改革は「着実に進んでいる」と
した上で、さらに改革を進めるため不足が慢性化し
ている介護人材の育成に向けた提言などを盛り込ん
でいる。
　報告書では、介護労働を新卒者だけで充足するこ
とは極めて困難とし、他業種からの転職者が介護分
野に定着するための方策が必要と指摘。人材定着に
は、金銭的処遇の改善だけでなく、サービス供給主
体の在り方も含めた対策が必要とした。
　具体的な対策として①介護報酬引き上げと介護従
事者の賃金への反映②介護事業所の経営改善③介護
労働者の処遇向上と介護サービスの質の向上④職業
訓練の強化―を柱とする「介護人材育成戦略」を提
言。２００９年度の介護報酬改定が賃金水準に与えた効
果についての「定量的なデータの分析」や、介護事
業者の会計などの透明化のほか、サービスの「質」

の意義を明確化させる必要性を指摘している。
（６/１９MEDIFAXより）

負担の議論「与野党で討議を」／安心社会実
現会議が報告書
　政府の「安心社会実現会議」（座長＝成田豊・電通
最高顧問）は６月１５日、報告書を取りまとめた。安
心社会実現に必要となる財源については「消費税を
含む税制改革への行程を示すことが必要」と指摘。
これに向けた議論には「与野党が党派を超え『安心
給付と負担の在り方』をめぐる基本原則について討
議と合意形成を進めるべき」とし、与野党による
「円卓会議」の設置を検討する必要性を盛り込んだ。
　報告書では、社会保障国民会議が２００８年にまとめ
た報告書の実現に向け、工程表に基づく諸改革の着
実な実行を訴えるとともに、１１年度までに取り組む
べき「緊急施策」として「社会保障番号・社会保障
カードの導入」「コミュニティーにおける医療・介護
連携の推進と、それに連動した独居高齢者に対する
住宅保障」など１０項目を列挙した。１０年代半ばまで
に達成すべきこととして「社会保障勘定」の創設や、
消費税の社会保障目的税化の検討などを挙げた。ま
た、複雑な社会保障制度への信頼を高めるには制度
を分かりやすく示す必要性があるとも指摘し、ライ
フサイクルに合わせて受けられる具体的な給付やサ
ービスを示す「社会保障ハンドブック」の配布も盛
り込んだ。
　従来の社会保障給付の在り方については、年金、
医療、介護など「高齢世代への支援が中心だった」
とし、「これまでの仕組みをそのまま維持することは
困難。高齢世代の安心を支えるためにも、現役世代・
次世代を対象とした給付の比重を拡大していく必要
がある」と指摘。「緊急施策」にも、子育て支援や教
育改革、非正規雇用の処遇格差是正など、雇用や教
育、少子化対策を念頭に置いた課題が多く盛り込ま
れている。（６/１６MEDIFAXより）

次期改定へ財源は？検証は？／医療部会、基
本方針の議論スタート
　厚生労働省の社会保障審議会・医療部会（部会長
＝齋藤英彦・名古屋セントラル病院長）は７月９日、
次期診療報酬改定の基本方針策定に向けた議論を始
めた。この日は「骨太の方針２００９」に盛り込まれた
医療や社会保障に関する考え方や、医療提供体制に
関する省内検討会の報告書、０８年度診療報酬改定の
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結果検証などについて厚労省が説明した上で自由討
論した。委員からは次期改定に向けた財源の確保や、
前回改定の結果を踏まえた議論の必要性を指摘する
意見が上がった。医療部会では、社保審・医療保険
部会とともに１１月下旬をめどに基本方針をまとめる
見通しだ。（７/１０MEDIFAXより）

次期改定へ「救急は深刻」で一致／中医協・
基本問題小委
　中医協・診療報酬基本問題小委員会（委員長＝遠
藤久夫・中医協会長）は７月８日、次期診療報酬改
定に向けて救急医療体制全般にわたる議論を開始し
た。厚生労働省医政局が救急医療の現状を説明する
資料を提示。診療・支払い各側委員からは、次期改
定でも救急医療の充実を図るよう求める意見が相次
いだ。
　個別の診療報酬点数項目についてではなく、救急
医療全体の議論を中医協の場で進める理由につい
て、遠藤委員長は冒頭、「改定の方針は社会保障審議
会で議論されるが、小児・産科・救急など次期改定
で避けられないものについては、基本診療料との関
連で議論を進めたい」と説明した。
　この日の基本問題小委には、厚労省医政局指導課
の三浦公嗣課長が出席し、救急医療をめぐる制度上
の措置や、予算上の措置について総括的に説明した。
（７/９MEDIFAXより）

回復期リハなど３調査を追加／中医協・検証
部会
　中医協・診療報酬改定結果検証部会（部会長＝庄
司洋子・立教大大学院教授）は７月８日、２００８年度
診療報酬改定の結果検証に関する特別調査として３
つの調査案を了承した。０９年度特別調査として追加
するのは①７対１入院基本料算定病棟に関する調
査、亜急性期・回復期リハビリテーション病棟に関
する調査、地域連携クリティカルパスに関する調査
②回復期リハビリ病棟入院料で導入された「質の評
価」の効果に対する実態調査③ニコチン依存症管理
料の算定保険医療機関での禁煙成功率の実態調査─
の３調査。７月から調査を実施する計画だ。
（７/９MEDIFAXより）

慢性期分科会の議論範囲、あらためて審議／
中医協・基本問題小委
　中医協・慢性期入院医療の包括評価調査分科会の

池上直己分科会長（慶応大教授）は７月８日の中医
協・診療報酬基本問題小委員会で、分科会の議論の
範囲を拡大し、中長期的な課題として、医療療養病
床だけでなく慢性期医療全体を横断的に把握した上
で議論することを提案した。基本問題小委の委員か
らは提案に理解を示す意見が大勢を占めたが、遠藤
久夫委員長（学習院大教授）は「より具体的な範囲
をあらためて文書で示してほしい」と求めた。
　これを受けて同日午後に開かれた分科会では、次
期診療報酬改定に向けて①患者分類の妥当性②各医
療機関での分類の適切性③提供されている医療サー
ビスの質―の検証を既存のデータで行うとともに、
中長期的課題として「一般病床や介護保険施設等の、
医療療養病床と機能が近接している病床等における
慢性期医療」について検討することを示した文書案
を大筋で了承した。基本問題小委の了承を得た上で、
調査対象を含めた具体的な調査内容を議論する。
　具体的な調査対象として、２０１１年度末で廃止され
る介護療養病床の患者や、特定患者から除外されて
一般病床に入院している患者を優先して把握すべき
だとする意見が出た。（７/９MEDIFAXより）

高額薬剤、原則包括化を維持／ＨＩＶ治療薬
は出来高も、厚労省
　厚生労働省は７月６日の中医協・ＤＰＣ評価分科
会で、ＤＰＣ病院での高額薬剤の診療報酬の算定に
ついて、現行通り高額薬剤を使用した場合の診断群
分類を分岐させ、原則包括化を維持することを提案
し、了承された。ＨＩＶ感染症、血友病などの治療
薬については出来高にすべきだという意見が大勢を
占めた。２０１０年４月からの実施に向けて検討する。
　現行制度では、薬価収載されたばかりの新薬や、
医療機関ごとに投与にばらつきがある一部の例を除
き、抗がん剤など高額薬剤の費用についても診断群
分類ごとに枝分かれした診療報酬の中に包括化され
ている。
　一方、救急やがんの化学療法などについては、入
院初期に高額な薬剤を集中的に投入することで包括
化された診療報酬では採算割れする事態が生じ、一
部の委員から出来高にするよう求める意見が出てい
た。
　これに対し厚労省は、診断群分類の分岐が複雑に
なり、高額薬剤を使用しない患者との整合性を図る
ことが難しくなるなどの理由から、出来高にはせず
に現行の仕組みを維持するのが望ましいと提案。採
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算割れの問題については、入院初期の診療報酬を引
き上げることで吸収できると説明し、合意された。
　ただ、ＨＩＶ感染症や血友病などの治療薬につい
ては、ほかの疾患を併発した場合などに十分に費用
が反映できなくなる可能性が高いことなどから、出
来高にする選択肢を示した。また、人工腎臓（透析）
については、慢性期のケースに限り、出来高に移行
するのが望ましいとの方向性を示した。
（７/７MEDIFAXより）

入院初期の包括点数／引き上げＤＰＣ分科会
が了承、一部の分類で
　中医協・ＤＰＣ評価分科会（分科会長＝西岡清・
横浜市立みなと赤十字病院長）は６月２９日、次期診
療報酬改定での調整係数の段階的廃止後の包括評価
の在り方に関する検討を始めた。この日は、入院初
期の医療資源投入量が非常に大きい診断群分類につ
いて、入院期間Ⅰの点数を、１日当たり包括範囲出
来高点数の平均に引き上げる厚生労働省の提案を了
承した。さらに、入院初期の医療資源投入が少ない
分類や、包括払いの範囲の見直しについても、今後
詰める。
　入院期間Ⅰは、入院初日から診断群分類ごとの平
均入院期間の２５パーセンタイル（がん化学療法の短
期入院などは５パーセンタイル）までで設定してい
る。現行のＤＰＣ制度では、入院期間Ⅰは各診断群
分類の１日当たり平均点数に１５％を上乗せして評
価。入院期間Ⅰの最終日から平均入院期間日までの
間（入院期間Ⅱ）は、診断群分類の１日当たり平均
点数から入院期間Ⅰで上乗せした分が差し引かれる
形となっている。
　厚労省は８割の診断群分類で現行の評価が適当と
したが、次期診療報酬改定から、前年度収入を保証
していた調整係数が段階的に廃止されることを踏ま
え、入院初期に医療資源投入が大きい診断群分類の
評価の方法を「実態に近い形にする必要がある」と
し、①入院期間Ⅰの引き上げ分を１５％から２５％に引
き上げる②入院期間Ⅰの点数を同期間中の包括範囲
出来高点数の平均に設定する―の両案を提案。分科
会では②が妥当とする意見が大勢を占めた。入院期
間Ⅰで引き上げられた分は入院期間Ⅱで差し引かれ
る。
　入院初期の資源投入量が少ないケースについて、
厚労省は入院期間Ⅰの上乗せ分を１０％に引き下げ、
平均入院期間から入院期間の標準偏差の２倍までの

間（特定入院期間）の引き下げ分を現行の１５％から
１０％に変更する案を示し、今後検討することにした。
　厚労省はこのほか、現行のＤＰＣ制度で包括評価
されている範囲の見直しも提案した。委員からは▽
抗がん剤など高額薬剤▽高額医療材料▽術中迅速病
理診断―については包括範囲から除外すべきだとの
意見もあった。今後、継続して検討する。
（６/３０MEDIFAXより）

ＤＰＣ新係数、４項目の導入に大筋合意／中
医協・基本問題小委
　中医協・診療報酬基本問題小委員会（委員長＝遠
藤久夫・学習院大教授）は６月２４日、ＤＰＣ評価分
科会がまとめた新たな機能評価係数の候補１０項目の
うち、次期診療報酬改定時の導入を「当確」とした
４項目について、次期改定時に導入することに大筋
で合意した。各項目を係数化する際の算出根拠とな
る評価指標については、引き続き小委と分科会で議
論を進める。
　次期改定時の導入に向けて、基本問題小委で検討
を進めることに合意したのは▽正確なデータを提出
していることの評価▽効率化に対する評価▽複雑性
指数による評価▽診断群分類のカバー率による評価
―の各項目。一方で①救急・小児救急医療の実施状
況と救急での精神科医療への対応状況による評価②
医療の質に関するデータを公開していることの評価
③患者の年齢構成による評価④診療ガイドラインを
考慮した診療体制確保の評価⑤医療計画で定める事
業について地域での実施状況による評価⑥医師、看
護師、薬剤師等の人員配置（チーム医療）による評
価―は分科会で継続して検討する項目とした。ただ、
遠藤委員長はこの６項目のうち「救急の評価」「質に
関するデータ公開」について「導入を前提に議論し
てもよいのではないか」と述べた。
　この日の議論では、係数化が固まった項目のうち
新係数と出来高による「２重評価」について議論を
深めるべきだとする意見が相次いだ。
（６/２５MEDIFAXより）

明細書発行など３調査を大筋了承／中医協検
証部会
　中医協・診療報酬改定結果検証部会（庄司洋子部
会長）は６月２４日、次期診療報酬改定に向けて２００９
年度に実施する「明細書発行の一部義務化の実施状
況調査」など３調査の実施案を大筋了承した。７月
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から調査に入り、秋には報告書をまとめる。
　明細書に関する調査は０８年度も実施したが、今回
は明細書と領収書の違いが分かるように質問項目を
工夫した。対象は病院１２００施設、診療所８００施設、歯
科診療所６００施設、保険薬局２００施設、訪問看護ステ
ーション２００施設。
　このほか「後発医薬品の使用状況調査」では、０８
年度の調査で薬局での後発品の説明や変更調剤があ
まり進んでいない状況だったことを踏まえ、薬局が
後発品の説明や調剤に積極的ではない理由などを詳
細に調べる。また、患者の後発品希望の意思表示を
容易にする「後発医薬品希望カード」の利用状況な
どについても新たに調査する。
　調査対象は、薬局１０００施設、病院１０００施設、診療
所２０００施設。病院の外来担当医師２０００人（１施設２
人）、薬局の患者４０００人（１施設４人）。また、「歯科
外来診療環境体制加算」の実施状況も調査する。
（６/２５MEDIFAXより）

次期改定は「プラス」、新国民会議の創設も
／自民マニフェスト案
　自民党が次期総選挙で掲げる政権公約（マニフェ
スト）のうち、社会保障関係の原案が明らかになっ
た。社会保障制度を国民の立場に立って検討する場
として「社会保障制度改革国民会議（仮称）」を創設
することなどが柱。２０１０年度に控える診療報酬改定
については「プラス改定」を宣言する方向で詰めの
作業を進めている。最終的なマニフェストについて
は、加筆・修正を経て公表されることになる。
　マニフェストでは社会保障制度について、少子高
齢化が進展する中で、暮らしの安心を支えるセーフ
ティーネットとしての機能を果たし、将来にわたり
安心・信頼できるものとなるよう一体的見直しの検
討を進めるとの見方を表明。社会保障制度を真の国
民の立場に立って検討する場として「社会保障制度
改革国民会議（仮称）」を設置するための法整備に着
手する考えを盛り込む。
　医療については「国民の生命・健康を守る安心の
基盤」と位置付け、必要なときに救急・産科医療を
受けられる体制をつくると宣言。救急医療や産科、
小児科、へき地医療の担い手である勤務医を確保す
るとした。医師確保対策に向けては、医師数を増や
す流れを維持。補正予算を通じ、地域医療の再生や
災害に強い病院づくりも進める。
　１０年度の診療報酬改定については、救急や産科な

ど地域医療を確保する上でも「プラス改定を行う」
と明記する方向だ。レセプトオンライン化について
は、地域医療の崩壊につながらないよう配慮し、さ
まざまな例外措置の扱いを弾力的に検討していく構
えだ。
　後期高齢者医療制度については、高齢者の心情に
配慮するよう見直す。強い批判を浴びていた「後期」
という文言は用いない。制度の内容については、７５
歳超のサラリーマンが現役の制度に加入し続けられ
るようにするなど、年齢のみの区分を改める。低所
得者対策としては、保険料の９割軽減措置を継続す
るとともに、外来の患者負担の月額上限を半減する。
高齢者の保険料負担が大きくなり過ぎないように、
公費負担の拡大に取り組む方向でも検討を進める。
　新型インフルエンザについては、秋から冬にかけ
て流行の可能性があることから対策を徹底する。具
体的な対策として、重症化の恐れのある患者や医療
従事者の感染防止を強化するほか、重症患者に対す
る医療提供体制の確保を図る。さらに、新型インフ
ルエンザワクチンの速やかな製造と公費助成による
接種体制の整備も盛り込んだ。このほか、感染拡大
やウイルスの性状変化を探知するサーベイランスの
実施も約束する。
　また、健康づくり対策にも全力を注ぐとも宣言し
た。肝炎については、早期発見・早期治療・治療水
準の向上を図るため「肝炎対策基本法」を制定し、Ｂ・
Ｃ型肝炎への医療費助成の拡大・充実を含めた総合
的対策に取り組む。死因の第１位になっているがん
については、放射線療法や化学療法、緩和ケアなど
の充実を図るほか、難病については、研究拡充を図
る構えだ。
　介護保険制度については、今後３年間で特養、老
健、グループホームの約１６万人分の整備を目標に取
り組む。介護職員の研修やキャリアアップの支援、
職場環境の改善にも着手する。介護職員の処遇改善
に努める事業主に対し、職員の給与月１万５０００円（１
人当たり平均）の引き上げに相当する金額を０９年度
の補正予算で助成することにも触れ、専門性と職務
の重要性に応じた賃金体系の普及・定着を目指すと
した。（７/７MEDIFAXより）

与党、高額療養費の見直しへ議論開始／マニ
フェストに反映へ
　与党の「高額療養費制度のあり方の見直しに関す
る検討会」（座長＝川崎二郎・元厚生労働相）は７月
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３日、初会合を開き、高額療養費制度の見直しに向
けた議論を開始した。川崎座長は同日の検討会終了
後の会見で、制度の見直しについて「公約の中に書
いていくのではないか」と述べ、検討内容をマニフ
ェストに反映させる可能性に言及した。
　川崎座長は会見で、検討会を立ち上げた趣旨につ
いて「『高額療養費制度の改善に与党はカーブを切り
ました』ということ」と説明。公明党の福島豊衆院
議員は「公明党は明確に見直しする方向を出させて
もらう」とし、制度見直しに意欲を示した。
（７/６MEDIFAXより）

Ｂ・Ｃ型肝炎の医療費助成拡大を検討／与党・
肝炎ＰＴが方針
　与党の肝炎対策に関するプロジェクトチーム（Ｐ
Ｔ、座長＝川崎二郎・元厚生労働相）は７月８日、
肝炎患者に対する医療費助成制度の拡大に向けた方
針をまとめた。Ｃ型肝炎に対するインターフェロン
治療の対象者の拡大や、核酸アナログ製剤を用いた
Ｂ型肝炎の治療への助成制度の在り方を検討するこ
とを盛り込んだ。
　厚労省は、２００８年４月からＢ型・Ｃ型肝炎の根治
を目的としたインターフェロン治療の医療費助成を
実施している。ＰＴがまとめた方針では、Ｃ型肝炎
患者へのインターフェロンの投与が、肝がん予防に
効果があるかどうか検証することを要請。その上で、
肝がん予防を目的とした投与にまで助成制度の対象
者を拡大する方向で検討することを求めた。
　核酸アナログ製剤を用いたＢ型肝炎の治療につい
ては、投与後の定期的な検査費用も含めて医療費助
成の在り方を検討する必要性を指摘した。
　肝炎治療の均てん化を図るために整備している肝
疾患診療連携拠点病院に関しては、全都道府県で早
急に指定することを求めた上で、機能の充実に向け
た取り組みが必要とした。
　このほか、０８年１１月に設置された「肝炎情報セン
ター」による患者への情報提供の在り方を検討する
ことや、肝炎や肝硬変に効果的な新薬の開発などに
努めるよう求めた。（７/９MEDIFAXより）

医師確保に基金創設、新過疎法の概要を了承
／自民党の特別委
　自民党過疎対策特別委員会は７月３日、「新過疎
法」の概要について了承した。新過疎法は、過疎自
治体が「過疎債」を活用して新たに基金をつくり、

医師確保や巡回バスの運行といったソフト事業にも
使えるようにするのが中心だ。
　現行の過疎法が２０１０年３月末で期限切れとなるた
め、１０年４月の施行を目指す。議員立法で国会に提
出する時期については、法案内容の慎重な検討が必
要として、当初示していた今秋の臨時国会から、１０
年の通常国会に変更した。玉沢徳一郎委員長は会合
後、「新過疎法の適用期間は現行法と同様、１０年間を
前提に考えている」と説明した。
　特別委は、過疎地域の生活維持には交通の確保、
地域医療の充実、若者の定住促進といったソフト面
の対策が重要と指摘。新法では、これまで道路や施
設整備などハード事業に限られていた過疎債の使い
道を広げ、調達した資金を自治体が基金を通じソフ
ト事業にも使えるようにする。
　過疎地域のインフラ整備に対し国が補助率をかさ
上げする仕組みは継続する。
【共同】（７/６MEDIFAXより）

野党、骨太０９を一斉批判／「なぜ文章から消
さない」
　野党各党は６月２３日、政府が骨太の方針２００９で社
会保障費の伸びを年２２００億円抑制する方針を事実上
撤回したことについて、「なぜ明確に文書から消さな
いのか。本当に骨太の方針なのか、国民の誰もがい
ぶかしげに思うに違いない」（鳩山由紀夫民主党代
表）などと一斉に批判した。鳩山氏は党本部で会見
し、政府・自民党の集約が最後まで難航したことに
関しても「政権の体をなしていない」と強調した。
共産党の小池晃政策委員長は「『社会保障の必要な修
復』との文言を追加しただけで国民生活に多大な苦
難を与えてきた社会保障抑制路線の転換を何ら明確
にしなかった」とのコメントを発表した。
（６/２４MEDIFAXより）

政権交代で「シーリング決定は無意味に」／
民主・直嶋政調会長が談話
　２０１０年度予算の概算要求基準が７月１日閣議決定
されたことを受け、民主党の直嶋正行政調会長は同
日、民主党が政権を取れば予算配分を抜本的に見直
すため、今回の概算要求基準の決定は無意味になる
などとする談話を発表した。総選挙が近いため、政
府は義務的経費を中心に編成する「骨格予算」にと
どめる工夫が必要としている。
　社会保障費２２００億円の抑制について政府は、１０年
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度予算では抑制せず自然増を認めるとしたが、「骨太
の方針０６」の歳出削減の考え方は継続している。直
嶋政調会長の談話では、１０年度に自然増を認めた分
のしわ寄せが１１年度予算に押しつけられかねないと
して、政府・与党として明確に説明する責任がある
としている。（７/２MEDIFAXより）

外来管理加算「５分ルール」を撤廃／民主・
政策集のたたき台
　民主党厚生労働部門会議は６月１７日、次期総選挙
のマニフェストの基になる「民主党２００９政策集」の
うち厚生労働関係のたたき台について了承した。外
来管理加算の「５分ルール」の撤廃や「４疾病５事
業」で中核的な役割を果たす病院に診療報酬を加算
することなどを候補として挙げた。たたき台は今後、
各部門との修正協議を行った上で政策集にまとめ
る。
　たたき台によると、５分ルールは実際の診療にな
じまないとして撤廃を求めている。「４疾病５事業」
を扱う病院に対しては診療報酬を１.２倍加算して地
域医療の機能強化を図る。同時に報酬増が患者負担
に直結しないよう入院医療の窓口負担を３割から
２.５割に軽減する。
　民間への売却が予定されている厚生年金病院と社
会保険病院については「地域医療支援機構」を新た
に創設し、公的存続を図る。現在、厚年病院と社保
病院は売却を主な業務とする年金・健康保険福祉施
設整理機構（ＲＦＯ）の所有となっている。たたき
台では、厚年病院などを新たに創設する「地域医療
支援機構」（仮称）に移し、医療法３１条で規定する公
的医療機関に位置付け、公的存続を明確にさせると
している。
　このほか任意接種の子宮頸がんワクチンに対する
助成制度の創設や、インフルエンザ菌ｂ型（Hib）
のワクチン接種を予防接種法の定期接種に位置付け
る。
　介護では介護報酬を１０％引き上げ、介護職員の月
給を１人当たり４万円程度増やす。同時に１０％引き
上げに必要な財源は公費から賄い、利用者の保険料
には跳ね返らないようにするとしている。
　２００８年１０月、同党は衆院の解散間近と判断し、政
策を全般的に示した「民主党政策ＩＮＤＥＸ２００８」
を策定した。ただ、予想よりも解散時期が大幅に遅
れているため、ＩＮＤＥＸの改訂版となる「民主党
２００９政策集」をまとめることになった。

（６/１８MEDIFAXより）

「消費税の損税」解消へ中医協に検証委を／
民主・梅村氏
　医療機関での消費税の「損税問題」について、民
主党の梅村聡参院議員は６月１６日の参院厚生労働委
員会・財政金融委員会連合審査会で、医療機関が負
担している消費税が診療報酬にどの程度反映されて
いるかを調べる検証委員会を中医協に設置すること
を求めた。舛添要一厚生労働相は「１つの問題意識
として受け止めたい」と述べるにとどまった。
（６/１７MEDIFAXより）

社会保障の現物給付は対象外／「民主版」社
会保障番号
　民主党版の社会保障番号制度の素案が６月２５日の
党社会保障番号検討プロジェクトチーム（ＰＴ）（座
長＝峰崎直樹参院議員）でまとまった。個人と法人
に番号を付けることで所得を把握。社会保障の支援
が必要な人を政府が的確に把握でき、同時に不要な
社会保障の給付を回避する。
　素案によると、番号を活用する行政事務の範囲は
①資産や給与などの所得の把握②年金や雇用保険な
ど「現金サービス」の徴収と給付③医療・介護など「現
物サービス」の徴収─とした。
　「現物サービス」のうち「現物給付」は病歴などプ
ライバシーにかかわるため番号で一元管理するのは
なじまないとして対象外とした。
（６/２６MEDIFAXより）

ワクチン接種、公費投入が課題／与党ＰＴ、
秋以降の「新型」対策
　与党の「新型インフルエンザ対策に関するプロジ
ェクトチーム」（座長＝川崎二郎元厚生労働相、ＰＴ）
は６月２４日、秋以降の流行を見据えた対策を取りま
とめた。地域医療体制については、基礎疾患のある
患者の感染防止対策を強化すべきとしたほか、ワク
チン接種費用について公費を投入する枠組みの整備
なども盛り込んだ。
　同日取りまとめた「新型インフルエンザ対策の秋
以降に向けての施策推進について」では、各自治体
で重症患者の増加に対応できるよう病床を確保する
ほか、医療機関内の受診待ち区域を分けるなど、基
礎疾患のある患者の感染防止対策を強化する必要が
あるとした。
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　川崎座長はＰＴ終了後、記者団に対し「現在、ワ
クチンは保険適用外で接種している。メーカーに増
産を依頼しておいて、売れなければ知りませんと言
うわけにはいかない。保険適用なども議論の１つだ
ろう」との認識を示した。接種費用については、最
大約７５０億円を見込んでいる。
（６/２５MEDIFAXより）

地域医療再生計画「医師会が主導」／日医、
都道府県医に通知
　日本医師会は、都道府県が２次医療圏単位を基本
として策定する「地域医療再生計画」に積極的にか
かわることで、医師会を中心とした地域連携を進め
る方針を打ち出している。都道府県・郡市区医師会
が地域医療再生計画に主導的に関与するための資料
として「地域医療再生基金の創設に向けて」を作成。
地域医療再生計画に記載する事業の例として「有床
診療所が担う役割の強化」を取り上げ、有床診が夜
勤看護職員を確保するための人件費や、医療機器の
更新・新規導入費、入院環境改善のための施設改修
費などに交付金を活用する案を示した。
　「地域医療再生基金の創設に向けて」は、日医の内
田健夫常任理事が６月１６日に非公開で開いた都道府
県医師会長協議会で説明した。同１９日付で各都道府
県医に通知し、郡市区医師会への周知徹底を求めた。
各都道府県医への通知では、都道府県との協議・折
衝に「地域医療再生基金の創設に向けて」を活用す
るよう要請。また、同計画が２次医療圏を単位とす
ることから、郡市区医師会と市町村との協議も重要
と強調している。各都道府県医は日医が示した例を
参考に、地域の実情に応じた事業を都道府県に提案。
地域医療対策協議会などにも検討を求める。
　日医は地域医療再生基金を通じて「連携と継続の
地域医療体制の再構築」を目指す。▽医師・看護師
などの確保対策▽急性期と在宅をつなぐ一般病床や
有床・無床診療所の体制整備▽かかりつけ医と専門
医との連携体制の整備─などに活用する方針だ。
（７/３MEDIFAXより）

救急の拡充には療養病床の確保を／慢性期医
療学会
　国立病院機構大阪医療センター救命救急センター
の定光大海診療部長は６月２６日、浜松市で開かれた
日本慢性期医療学会のシンポジウム「救急崩壊と慢
性期医療」で、急性期医療側から見た療養病床の必

要性などについて講演した。３次救急医療などで入
院中の患者を退院させられないため、新たに患者を
受け入れられない状態が起きていることに強い問題
意識を示し、患者の受け皿となる慢性期病院との連
携を円滑に行うことで、急性期医療の拡充を図るべ
きと強調した。
　定光氏は、２００８年４月から０９年３月の間に、大阪
医療センターを退院した救急搬送患者６４６人のうち、
約１７％が入院期間が１カ月以上（救命救急センター
とその後の一般病床の利用を含め）だったと報告。
このうち、ほかの医療機関に移り、３０日以上の入院
が必要だった患者の転院先の約８割は、回復期リハ
ビリテーション病床と療養型病床だった。
　これらの結果から定光氏は、急性期病院に十分な
人員がいても、満床などの理由で患者の受け入れが
困難な場合があるとし、慢性期病院など受け皿とな
る医療機関との連携の必要性を強調した。「療養病床
の確保は救急医療全体にも影響する」とも指摘。「受
け入れる病院で、こういう患者は受けられる、こう
いう患者は無理と言ってもらい、可能な患者を受け
入れてもらう。そこに連携が発生する」と話した。
（７/１MEDIFAXより）

「２２００億円削減」の撤回は評価／健保連、政
府予算編成で見解
　健保連は７月２日、２０１０年度政府予算編成に関す
る見解を発表した。１０年度予算の概算要求基準（シ
ーリング）で社会保障費２２００億円の削減が行われな
いことを評価した。一方、「骨太の方針０９」について
は「歳出改革を継続するとし、削減に含みを残した
もの」と指摘。これまでの一律的な歳出削減で「社
会保障制度に歪みが生じている」とし「政府は社会
保障機能を強化する意思を国民に示すことが必要」
と主張した。
　医療保険分野での１０年度予算については、前期高
齢者への公費投入を最優先して行うほか、急性期入
院医療と産科・小児科・救急医療などに財源を重点
的に配分すべきとした。
　また、０８年度からの高齢者医療制度の実施に伴い
「健保組合の支援金などの負担が急増した」と指摘。
０９年度の健保組合予算は前年度に引き続き６０００億円
を超える赤字で、赤字組合の割合は９２％に達するな
ど「健保組合の存立自体が危機的状況にある」と主
張し、前期高齢者への公費投入と、健保組合に対す
る財政支援の大幅増額を求めた。
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　社会保障制度の再構築に当たっての財源確保につ
いては「中期プログラムの方針に沿って、消費税を
含む抜本的な税制改革を進めるべき」とした。
（７/３MEDIFAXより）

「省庁横断的な対策を」／脳卒中協会、「基本
法」案を策定
　日本脳卒中協会は６月２４日、国の脳卒中対策の基
本的な方針を示す「脳卒中対策基本法要綱案」を発
表した。法制化により、国民への大規模な啓発や血
栓溶解薬（ｔ－ＰＡ）治療の普及促進などを目指す。
同日会見した山口武典理事長は「脳卒中には医療の
枠を超えた省庁横断的な対策が必要」とし、早期の
法制化を訴えた。
　同協会の要綱案では▽予防と発症後の適切な対応
について、国民への啓発・教育を行う▽全国どこで
も速やかに専門的治療が行われ、救急・急性期から
維持期まで切れ目なく継続される▽後遺症患者と介
護を行う家族の生活の質を維持し向上させる―など
を基本理念として明記。これらを実現するために、
政府に対して「脳卒中対策推進基本計画」の策定と
対策への評価を求めている。（６/２５MEDIFAXより）

集約化でオープンシステム促進を／経済同友
会が提言
　経済同友会はこのほど、「地域を主体とする医療制
度を目指して」と題する中間報告書をまとめた。地
域医療の連携強化に向け、診療所の医師が基幹病院
の設備を利用して自身の患者の治療を行う「オープ
ンシステム」の促進を提言。これに向けて医師の技
術料（ドクターフィー）を区分するなどの診療報酬
体系の見直しを訴えている。
　報告書では、公立病院の統廃合を進め地域の医療
機関で重複する診療科を集約し、高度な設備や医療
機器などを集中的に配置することで地域医療の効率
化を図るべきと指摘。集約化された基幹病院を活用
した「オープンシステム」の拡充を訴えている。人
員の集中配置にもつながるため、医師不足などの課
題にも対応可能としている。
　「オープンシステム」の拡充には、どの医療機関で
診療しても医師本人に支払われる技術料（ドクター
フィー）を、病院の開設・運営費（ホスピタルフィ
ー）と分離する必要性も指摘。「技術評価の方法につ
いて議論を要するが、医療行為の難易度を反映した
設定にすることで、医師の技術向上のインセンティ

ブにもなり得る」とした。
　地域の医療機関の連携強化には、ＩＴ技術を活用
すべきとしたほか、診療データに基づく標準医療が
全国に行き渡る環境を国が主体となって整備すべき
とも提言。２０１１年度からのレセプト完全オンライン
化を実現するために、当初のスケジュール通りに確
実に実施するよう求めた。
　このほか、基幹病院の経営体制に関しては、病院
経営を専門家に任せ、医師は医療に専任することを
提案。経営と執行で役割を分担する株式会社制度を
活用することで、安定した病院経営を行えるとして
いる。（７/２MEDIFAXより）

一定以上の所得者に保険免責制を／諮問会議
民間議員の吉川氏
　社会保障国民会議座長などを務め、経済財政諮問
会議の民間議員でもある吉川洋・東京大大学院教授
は６月１８日、全国公私病院連盟の定期総会で講演し、
持続可能な医療保険制度を考える上で、保険免責制
の導入による財源の捻出の必要性について持論を展
開した。
　吉川氏は高齢化の急速な進展に対する国民負担の
低さを指摘し「現行の消費税率５％では医療の抜本
的な解決はあり得ない」と、消費税引き上げの必要
性を指摘した。その上で「消費税率を引き上げても
財源は潤沢にはならない。その中で財源を確保する
工夫が必要だ」とし、保険免責制導入による財源確
保を例示した。（６/１９MEDIFAXより）

茨城県医連の会員１２５６人、自民を集団離党へ
　茨城県医師連盟の原中勝征委員長は６月２５日、県
庁内で記者会見し、自民党茨城県連医療会支部所属
の党員１２５６人が集団離党すると発表した。同党が後
期高齢者医療制度の存続を支持しているのは認めら
れないとの理由からで、離党者は同支部の党員全体
の約３分の１強に当たる。
　茨城県医連は、次期衆院選では県内７選挙区すべ
てで民主党候補の推薦を決めている。
（６/２６MEDIFAXより）

剰余金の全額返還基準「補償対象者３００人以
上」に／産科医療補償制度
　日本医療機能評価機構は６月２６日、産科医療補償
制度で剰余金が発生した場合の取り扱いについて最
終的な方針を決めた。保険会社が剰余金を運営組織
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に全額返還する基準について、補償対象者数が「年
間２５０人以上」としていたところを「３００人以上」に
改めた。補償対象者数が３００人を下回った場合は、補
償原資のうち３００人を超える部分を全額返還し、残り
の差額は保険会社が取得できるようにする。同機構
は剰余金の取り扱いについて「民間保険を活用しつ
つも、公的性格の強い制度であることを踏まえた」
と説明。１０年の保険契約での対応については「あら
ためて運営委員会で議論する予定」としている。
（６/２９MEDIFAXより）

イレッサ情報の不開示確定／最高裁
　副作用による死亡が相次いだ抗がん剤「イレッサ」
の承認申請をめぐり、製薬会社が国に提出した動物
実験や臨床試験の報告書の開示を市民団体が求めた
訴訟の上告審で、最高裁第１小法廷（甲斐中辰夫裁
判長）は６月１８日、原告の上告を受理しない決定を
した。開示を認めなかった二審東京高裁判決が確定
した。一審東京地裁判決は、動物実験の日付などに
限って開示を認めたが、二審は「製薬会社の競争上
の利益を害する恐れがある」とし、不開示が妥当と
判断した。【共同】（６/２２MEDIFAXより）

生活保護を悪用か、病院理事長ら２人逮捕／
診療報酬、詐取の疑い
　奈良県大和郡山市の医療法人雄山会「山本病院」
が生活保護受給者の診療報酬をだまし取ったとされ
る事件で、県警捜査２課は７月１日、詐欺の疑いで、
理事長で医師の山本文夫容疑者（同県香芝市今泉）
と事務長大杉龍太郎容疑者（大阪市中央区高麗橋１
丁目）を逮捕した。捜査関係者によると、詐取の総
額は約１０００万円以上にのぼるとみられる。捜査２課
は郡山署に捜査本部を設置。全額が公費で賄われる
生活保護の医療扶助制度を悪用したとみて、事件の
全容解明を急ぐ。【共同】（７/３MEDIFAXより）

３０兆円超の財源上積み／医療保険改革で米大
統領
　オバマ米大統領は６月１３日の国民向けビデオ演説
で、医療保険制度拡充の財源に充てるため、低所得
者や高齢者を対象とした現行の公的保険の無駄を節
約するなどし、今後１０年間に３１３０億ドル（約３０兆８０００
億円）を捻出する方針を表明した。
　大統領は２月に発表した予算教書で、医療保険改
革のために今後１０年間で６３５０億ドルを「医療保険準

備金」に拠出するとしており、内政面の重要課題と
位置付ける事実上の国民皆保険導入の実現に向け、
財源をさらに上積みした。
【ワシントン６月１３日共同】（６/１６MEDIFAXより）

 

介護サービス情報公表、手数料平均３万４２７４
円／前年度より約１万円減
　厚生労働省は６月２４日、「介護サービス情報の公
表」制度担当者会議を開き、２００９年６月１９日現在の
「情報公表手数料予定額」について公表した。公表制
度で事業者が支払う手数料の０９年度予定額の全国平
均は３万４２７４円で、０８年度調査に比べ１万８５円下回
った。一方、都道府県別に見ると最高額は鳥取の４
万５８８８円、最低額は佐賀の２万５８００円で、２万８８円
の格差が見られた。（６/２５MEDIFAXより）

介護職員処遇改善交付金、交付率を決定／厚
労省老健局
　厚生労働省老健局介護保険課は、２００９年度補正予
算に盛り込んだ「介護職員処遇改善交付金」（仮称）に
ついて、事業所への助成額を決める際に必要となる
サービスごとの交付率を定め、６月１７日に都道府県
などに事務連絡した。実際の助成額は、事業所の介
護報酬総額にサービスごとの交付率を乗じて算出。
交付率は介護保健施設サービスは１.５％、訪問介護は
４.０％などとした。
　交付金は８月をめどに介護事業者の申請受け付け
を開始し、１０月サービス分から実施する。交付金の
支払いは１２月ごろに国保連を通じて始める予定だ。
厚労省は常勤換算の介護職員１人当たりの給与を月
額１万５０００円程度引き上げることを想定している。
　各サービスの交付率は▽通所介護１.９％▽通所リ
ハビリテーション１.７％▽認知症対応型共同生活介
護３.９％▽短期入所療養介護（老健）１.５％▽介護療養
施設サービスと短期入所療養介護（病院など）１.１％
－など。介護職員がいない訪問看護や居宅介護支援、
訪問リハビリなどは助成対象外となる。
　厚労省が当初示した案では、介護職員の人件費比
率に応じて各サービスの交付率を設定していたが、
最終案ではサービス間で１人当たりの交付額に差異
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が生じないよう設定方法を変更。サービスごとの介
護職員数（常勤換算、全国計）に応じて交付率を決
め、給与水準にかかわらずサービスごとに１人当た
り月額１万５０００円程度引き上がるようにした。
（６/１８MEDIFAXより）

介護認定の軽度化進む／新基準導入の影響調
査で判明
　介護保険のサービスを受けるのに必要な要介護認
定の判定基準が４月から変わった影響について、全
国約５０００人を調べたところ、２３％が更新前の要介護
度より軽く認定されていることが７月１０日、淑徳大
の結城康博准教授の調査で分かった。
　調査によると、コンピューターによる１次判定で
軽度となったのは４３％。この結果を参考に、医師ら
が結論を出す２次判定で、最終的に軽度と判定され
たのは２３％、更新前と同じ人は５５％、重度の人は２２％
だった。
　軽度化した人の割合を要介護度別に見ると、最も
高いのは「要支援２」の３４％。以下「要介護３」（２７％）、
「要介護２」（２６％）の順。一方、介護度の重い「要
介護４」「要介護５」で軽度化する割合は比較的小さ
かった。
　結城准教授は「今回はケーススタディーで全国デ
ータを待たなければならないが、介護サービスを受
けられない要介護認定非該当の人の割合が前年より
増えた自治体が多く、注目していく必要がある」と
指摘している。【共同】

 

新型インフル、府内で急増／京都府が対策会
議　健康管理徹底を
　京都府内で新型インフルエンザの感染が急増の気
配を見せ、７月に入り３８人が確認された。これ受け
府は７月９日、関係者対策会議を京都市上京区の府
庁で開き、学校や事業所内での集団感染の防止に向
けて、あらためて府民に健康管理の徹底を呼びかけ
た。府内の感染者は９日現在、この日新たに判明し
た１１人を含め計５２人。うち３８人は７月に入って確認
された。

発熱外来を１１カ所に縮小／京都府、新型イン
フルで
　京都府は６月９日、新型インフルエンザの疑いが
ある患者を専門に診察する「発熱外来」の設置病院
数を２１カ所から１１カ所に縮小した。
　神戸市で国内初の患者が確認された５月１６日に、
府は発熱外来を府内１０医療機関に開設。感染者が急
増したため、６月１日までに２１カ所に増やした。
　その後、感染者数が減少し、各保健所の「発熱相
談センター」から発熱外来に紹介される患者も、京
都府分だけでピーク（５月２４日）の４２人から、９日
には３件に減少。このため、「山城北」「丹後」など
各医療圏ごとに１－３カ所に縮小することにした。
　京都市内では市立病院と府立医大付属病院に発熱
外来の設置を続けていく。府では「従来通り、まず発熱
相談センターに相談してほしい」と呼びかけている。

１８－３４歳半数、子ども欲しくない／京都市調
査「出産、育児に費用」
　京都市は、２０１０年度から５年間の新しい子育て支
援計画を策定するために実施した「結婚と出産に関
する意識調査」の結果をまとめた。「子どもが欲しく
ない」と回答した人が半数近くに上り、理由として
「出産・育児などにお金がかかる」など経済的な理由
を挙げる人が目立った。
　調査は子育て支援計画策定の資料にしようと、０８
年１２月に１８－３４歳（同４月１日現在）の市民６５００人
を対象に実施し、２１４０人から回答があった。
　回答者のうち、結婚していない人は１２５２人で、結
婚しない理由（複数回答）を聞いたところ、「結婚し
たい異性に巡り合えない」が３８.５％と最も高く、「結
婚後の経済的な生活基盤に不安がある」（３２.３％）な
どが続いた。
　また、「子どもが欲しくない」と答えた人も９７０人に上っ
た。理由は「出産・育児などにお金がかかる」が４５.７％と
最も多く、「育児と仕事の両立が困難」も２０.２％だった。
子どもを持つために求める条件は「子育て・教育費の負
担軽減措置」（４０.４％）がトップだった。

京都府、介護職報酬上げ２３億円／過去最大
７４５億１０００万円補正予算案
　京都府は６月１７日、６月定例府議会提出議案を発
表した。国の追加経済対策を受け、補正としては過
去最大の７４５億１０００万円の２００９年度一般会計補正予
算案をはじめ、府と京都市を除く府内２５市町村が税

京都保険医新聞２００９年（平成２１年）７月２７日　毎週１回月曜日発行 （昭和２６年３月５日第３種郵便物認可）　第２７０１号

１９

情
勢
ト
ピ
ッ
ク
ス

第１２１号



務共同化に向けて設置する広域連合組織「京都地方
税機構」の規約案など計１６件を提出。補正後の一般
会計予算の規模は９２２９億８５００万円。
　補正予算案は、緊急雇用対策や自殺対策などの基
金の積み立て約３０８億円が含まれており、実際の事業
規模は約４４０億円になる。京都市と共同で中小企業融
資に充てる金融機関への預託金約２００億円も含んで
いる。
　不況に伴う解雇で住居を失った人への緊急支援と
して、生活費の無利子貸し付けに１億円、一時的な
宿泊施設提供に１１００万円、住宅手当ての支給に１０００
万円を計上した。
　また、介護職員の報酬を月額１万５０００円程度引き上
げる処遇改善対策に２３億３０００万円、自殺防止に向け
た総合相談窓口の設置に７０００万円、救急勤務医や産
科医の手当て創設に２億３００万円、福祉施設の耐震化
や防火設備の整備支援に３８億６１００万円も盛り込んだ。
　税務共同化を担う京都地方税機構の規約案は、府
議会だけでなく構成する２５市町村の各議会にも提出
されており、すべての議会で可決されれば８月にも
設置される見通し。

１歳までの乳児事故、転落が最多４６.３％／
「京あんしんこども館」調査
　１歳までの乳児の事故はベッドなどからの転落が
最も多く、動きの少ない３カ月未満でも油断できな
い。「京（みやこ）あんしんこども館」（京都市中京
区）が実施中の調査で、乳幼児事故の一端が明らか
になった。「不慮の事故」は、子どもの死亡原因１
位。窒息など命にかかわる可能性が高いケースもあ
り、「一層の注意を」と保護者に呼びかけている。
　今回のまとめは、２００７年度生まれの乳児分。保護
者３４７人から回答を得た（有効回答３２７人）。「事故が
起きた」は、６４.２％（２１０人）で３５０件。複数回の経
験者が多く、２回以上が７０％弱、３回以上も１４.２％
だった。
　内訳は転落が４６.３％で、次いで誤飲、転倒、衝突、
やけど。転落での骨折も２件あった。月齢別では、
つかまり立ち、ハイハイで行動範囲が広がる８－１１
カ月が６２％を占めた。３カ月までも６.６％あり、この
時期ではベッドからの転落が半数以上に上った。
　「セロハンをのどの奥に詰まらせた」（５カ月）「ス
タンドの電気コードを首に巻いていた」（１０カ月）な
ど窒息の危険があった例が９件、風呂の湯船に落ち
て溺水の危険があった例も４件あった。

　同館の澤田淳センター長は「死亡例はないが、そ
の可能性があったのが１３件。予想外に多い。動きの
少ない３カ月未満でも『ちょっとだけ』とソファに
寝かせず、ベビーベッドに柵をしてほしい。注意す
れば防げる事例も少なくない」と話している。
　より具体的で効果のある予防策につなげるため、同
館は京都市内で０７年４月１日以降生まれの乳児の保
護者に対し、出生届出時に全員に配布しているはがき
での報告（１、２歳の誕生日以降）を呼びかけている。

医師が出馬を表明／１０年４月の京都知事選
　２０１０年４月１５日に任期満了となる京都府知事選
で、京都民医連第二中央病院院長で医師の門祐輔氏
が７月２日、京都市内で記者会見し、無所属での立
候補を表明した。共産党京都府委員会や京都総評な
どからなる「府民本位の新しい民主府政をつくる会」
が近く正式に推薦する見通し。門氏は大阪市出身。
１９８０年に京都大医学部を卒業、京都府内の病院勤務
などを経て、０３年から現職。専門は内科とリハビリ
テーション医療。「人と命が大切にされる府政が目
標。そのために必要なことは国にも要求する」と述
べた。現在２期目の山田啓二知事は態度を明らかに
していない。【共同】（７/６MEDIFAXより）

母子、老齢加算の復活求め声明／京都弁護士会
　生活保護制度で１人親世帯と高齢者に上乗せ支給
していた母子加算、老齢加算の廃止について、京都弁
護士会（会長＝村井豊明）は「貧困の定着化、連鎖につ
ながっている」として加算復活を求める会長声明を採択
し、６月２６日に首相や衆参議長らに送付した。
　声明は不況下での大量解雇問題に触れ「廃止は社
会情勢に逆行し、約９万の１人親世帯、約５０万の高
齢世帯に深刻な影響を与えている。弱者切り捨ての
政策だ」としている。老齢加算は２００６年３月、母子
加算は０９年３月で廃止された。廃止は生存権を保障
した憲法２５条に反するとして、京都など全国１０地裁・
高裁で廃止決定の取り消しを求めて係争中だ。母子
加算を復活させる法案は６月２６日、参院本会議で民
主など野党の賛成で可決された。しかし、衆院は与
党が多数を占め、成立は困難な見通し。
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後期高齢者医療費、初年度は約１１兆３０００億／
国保中央会０８年速報
　２００８年度に国保連合会が審査確定した医療費の総
額は２１兆９５８５億円で、このうち後期高齢者医療費は
全体の５１.４％に当たる１１兆２９３５億円だったことが７
月２日、国保中央会のまとめで分かった。市町村国
保の医療費は１０兆８１０億円だった。
　国保中央会が、同日発表した０８年度の医療費速報
によると、市町村国保の被保険者数は３６１５万人で前
年度から１.５％減少。後期高齢者は１３２３万人だった。
国保組合を加えた国保・後期高齢者の合計は５２９４万
人で、前年度から３.６２％増加した。
　後期高齢者医療費を０７年度の国保老人の医療費と
比較すると、２１.１％の増加。市町村国保でも前年度
から１.９％増加した。
　１人当たりの医療費は後期高齢者が８５万３３９１円
で、市町村国保（２７万８８４８円）の３.０６倍。都道府県
別に見ると、後期高齢者で最も高い福岡県（１０８万
１２４４円）と最も低い新潟県（７０万２７７８円）では１.５４
倍の開きがあった。市町村国保では最高の広島県（３４
万１０７８円）と最小の沖縄県（２３万３２４０円）で１.４６倍
開いた。（７/３MEDIFAXより）

部門別収支「入院は黒字、外来は赤字」／試
行調査結果、改定に反映？
　厚生労働省は７月１０日の中医協・医療機関のコス
ト調査分科会（分科会長＝田中滋・慶応大大学院教
授）に、２００８年度実施した「医療機関の部門別収支
に関する調査」の結果を報告した。類似診療科を整
理した１１種類の診療科群別の収支は、入院・外来と
もに赤字だった精神科群など一部を除き「入院は黒
字、外来は赤字」となるケースが圧倒的に多く、入
院で発生した黒字を外来の赤字が食いつぶす傾向が
顕著だった。
　今回の調査は、費用の案分など医療の原価計算の
ための手法が公的な調査として活用可能な段階に入
ったとの認識の下で初めて「試行的」に実施した。
ただ、調査対象はＤＰＣ対象病院と準備病院に限ら
れている。結果を次期診療報酬改定に反映させるの

かどうかの判断は中医協・診療報酬基本問題小委員
会が下すことになる。
　調査結果によると、入院の収支差額は、精神科群
で２２％の赤字、麻酔科群で７％の赤字だった以外は、
いずれも黒字。特に眼科群が４６％と黒字幅が最も大
きく、耳鼻咽喉科群で１４％の黒字、小児科群、産婦
人科群が各１３％の黒字だった。
　一方、外来の収支差額は全診療科群で軒並み赤字。
特に皮膚科群が７４％、小児科群、整形外科群、麻酔
科群が各４８％と赤字幅が大きかった。
　入院と外来の合計の収支は、眼科で１８％の黒字、
産婦人科群と外科群で各５％の黒字、内科群で０％
だった以外は、各診療科群とも赤字で、特に皮膚科
群は４６％、放射線科群は２２％、精神科群で１９％の赤
字となっていた。
　今回の調査対象は事務部門などが比較的充実して
いるとみられるＤＰＣ対象病院と準備病院に限られ
ている。厚労省は計５９７病院に調査を依頼したが、最
終的に回答したのは１２７病院にとどまる。いったん調
査への協力を受け入れながら調査の途中で脱落した
病院も６３病院あった。
　このため厚労省は、調査客体が限られていること
や医療機関の負担などを課題に挙げた。０９年度はほ
かの医療機関にも協力してもらえるよう、調査を簡
素化する方法を検討することについても診療報酬基
本問題小委に提案する。（７/１３MEDIFAXより）

入院時医学管理加算、過半数が地域医療支援
病院／中医協
　厚生労働省は７月８日の中医協・診療報酬基本問
題小委員会に、２００９年６月１日現在での入院時医学
管理加算の届出医療機関名を提示した。届出医療機
関は全国で１７２施設。地域別では大阪が１９施設、福岡
が１４施設と２桁を超えている一方で、届出数ゼロの
県もあった。
　届け出が多かったのは、大阪と福岡以外では、北
海道の１０施設、神奈川の９施設、愛知と東京、広島
でそれぞれ８施設などだった。届け出ゼロだったの
は秋田、茨城、山梨、和歌山の４県だった。
　１７２施設のうち、過半数の９４施設が地域医療支援病
院の指定を受けていたほか、５３施設が地域周産期母
子医療センターだった。（７/９MEDIFAXより）
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区分１は赤字やや改善、区分３は黒字額減少
／慢性期の収支調査
　厚生労働省は７月８日の中医協・慢性期入院医療
の包括評価調査分科会（分科会長＝池上直己・慶応大
教授）に、２００７年度実施した慢性期入院医療の実態調
査のうち、コスト調査とレセプト調査の結果を報告した。
コスト調査では、医療区分１の患者１人１日当たりの
収支で赤字額は改善する一方、医療区分３に関しては
黒字額が減少する傾向も顕著に見られた。
　０７年度と０６年度の前回調査の両方に回答した１０病
院に限ると、人件費の一部に医療区分などによる手
間のかかり具合を加味した場合、医療区分１の収支
は、ＡＤＬ区分１で１１９２円赤字（前回調査時１５１９円
赤字）、同２で３４５９円赤字（同３５４６円赤字）、同３で
３２１７円赤字（同３３２６円赤字）。一方、医療区分３の収
支は、ＡＤＬ区分１で５１８４円黒字（同５４１４円黒字）、同
２で１１９５円黒字（同１８６０円黒字）、同３で５６３円黒字
（同１２９７円黒字）だった。手間のかかり具合を加味し
ない場合も、ほぼ同様の傾向だった。
　６６病院、２９８０件分のレセプト調査では、医療区分
１の患者の割合が２０.４％（前回比５.１ポイント減）、医
療３の患者が２５.０％（同５.７ポイント減）となった一
方、区分２の患者は５４.５％（同１０.７ポイント増）とな
った。７２施設、６４０件分を対象に行った診療所レセプ
ト調査では、医療区分１の患者割合は４２.７％、区分
２が５２.０％、区分３が５.３％だった。
（７/９MEDIFAXより）

外来の初再診、１日当たり６.３％減／０８年診療
行為別調査
　厚生労働省は６月２５日に発表した「２００８年社会医
療診療行為別調査の結果概況」で、入院外の「初・
再診」が１件当たり前年比５.９％減、１日当たりで同
６.３％減だったことが分かった。厚労省統計情報部社
会統計課は０８年度診療報酬改定での外来管理加算の
見直しの影響が大きいと見ており、特に診療所への
影響が顕著としている。
　入院外の「初・再診」点数は１件当たり２１５.５点、
１日当たり１１９.０点。このうち再診料の外来管理加算
の１件当たり点数は前年より１０.５点減り、診療所に
限ると１０.２点減少となった。また、診療所の同加算
の算定回数は、前年より約１７００万回減少していた。
　ただ、診療所の入院外の１件当たり総点数は
１２８９.６点（前年比１６.０％増）、１日当たり総点数は
６７２.７点（同１４.５％増）と増加傾向がみられた。特に「処

置」の伸びが大きく、厚労省は「抽出された医療機
関で人工透析専門のクリニックなどが多かったこと
が要因の可能性がある」と分析している。
　一方、病院の入院総点数は１件当たり４万４００８.８
点（同６.３％増）、１日当たり２５８２.５点（同１.８％増）、
入院外総点数は１件当たり１５５４.３点（同２.７％増）、１
日当たり９７３.４点（同２.０％増）だった。
　有床診療所も含めた入院の総点数は１件当たり４
万２４０２.３点（同６.９％増）、１日当たり２５３７.０点（同２.４％
増）。１日当たり総点数に占める「入院料等」の割合
は４９.６％で前年より１.６ポイント下がった一方、ＤＰ
Ｃ対象病院が前年調査時の３６０病院から５３４病院に増
えたことなどの影響で、「診断群分類による包括評価
等」の割合は２.２ポイント上がり１４.１％となった。
（６/２６MEDIFAXより）

ＤＰＣ対象病院に２３２病院が移行／合計１２８３
病院に
　２００９年度ＤＰＣ対象病院に２３２病院が１日から加
わった。０７年度ＤＰＣ準備病院のうち、４月１日に
対象病院に移行した３３５病院と合わせて０９年度は５６７
病院が新たに対象病院となった。厚生労働省はこの
ほど、７月から対象病院となった２３２病院と調整係数
を告示した。これで対象病院の総数は１２８４病院とな
るが、１病院が廃院手続き中のため実質的には１２８３
病院となる。（７/２MEDIFAXより）

０９年度「ＤＰＣ準備」手挙げは６９病院／１１年
度からの移行目指す
　２００９年度のＤＰＣ準備病院に参加の意向を示した
病院が６月１５日現在で６９病院であることが厚生労働
省のまとめで分かった。新規準備病院は７月から診
療録情報（様式１）や診療報酬請求情報（Ｅ・Ｆフ
ァイル）を提出することになる。ただ、データ提出
の過程などで辞退する病院が出てくることが予想さ
れるため、０９年度準備病院の数は確定的ではない。
中医協で決定した新たな参加・退出ルールでは、対
象病院への新規参加は診療報酬改定時の年度当初の
みに認めることにしたが、厚労省は０９年度準備病院
に限り、改定のない１１年度の対象病院への移行を可
能とする考えだ。（６/１６MEDIFAXより）

保険者申し出による再審査８.４％減／０８年度、
支払基金まとめ
　社会保険診療報酬支払基金は６月２２日の定例会見
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で、２００８年度（０８年５月－０９年４月審査分）の審査
状況を公表した。保険者による再審査の申し出は４４７
万２０００件（前年度比８.４％減）、医療機関による申し
出は２０万２０００件（同０.５％増）だった。
　保険者による申し出のうち、「原審どおり」となっ
たのは２７３万件（同６.９％減）、査定となったうち「単
月点検（レセプト１件単位の点検）」となったのは１００
万５０００件（同９.８％減）、「縦覧点検（複数月にわたる
点検）」となったのは６８万９０００件（同１０.１％減）だっ
た。一方、医療機関からの申し出のうち「原審どお
り」となったのは１３万件（同１.７％減）、査定となっ
たのは７万２０００件（同４.７％増）だった。
　このほか、資格期限の切れた被保険者証が使用さ
れるなどの「資格返戻」は２３８万５０００件（同１６.３％減）、
記載すべき事項が記入されていない「事務返戻」は
３３万２０００件（同１０.３％減）だった。
（６/２３MEDIFAXより）

オンライン未移行、主因は「費用対効果」／
支払基金まとめ
　レセプトオンライン請求が２００９年度から義務化の
対象となった病院のうち、オンライン請求への移行
を予定しない病院の主な理由は「費用対効果に見合
わない」であることが６月２２日、社会保険診療報酬
支払基金のまとめで分かった。
　支払基金は同日の定例会見で、義務化が猶予され
ている病院の準備状況に関する「状況届」の１７日現
在の集計状況を明らかにした。レセプト電子化が未
実施でレセ電導入の申し込み予定がない１４５病院が
挙げた理由（複数回答）は「その他（レセプトコン
ピューターを買い替えるなど、７６病院）」を除くと、
「費用対効果に見合わない」が６４病院で最多。「レセ
オンライン化に反対」２０病院、「業者の対応が遅れて
おり時間がかかる」１９病院などが続いた。
　オンライン回線敷設の申し込み予定がない９６病院
の理由でも、「その他（同、５２病院）」以外では「費
用対効果に見合わない」３２病院、「業者の対応が遅れ
ている」２２病院、「レセオンライン化に反対」１０病院
の順。オンライン請求開始届の提出予定のない３８病
院でも、「その他（同、２４病院）」以外は、「費用対効
果に見合わない」１１病院、「業者の対応が遅れている」
５病院、「レセオンライン化に反対」２病院の順だっ
た。（６/２３MEDIFAXより）

オンライン請求未実施は１１１６病院／支払基金
調査、５月請求分
　厚生労働省保険局は６月１９日、２００９年度からオン
ライン請求義務化の対象となった病院のうち、猶予
対象となっている病院の５月請求時点での準備状況
を発表した。社会保険診療報酬支払基金分の調査に
よると、４月に義務化期限を迎え、かつ５月請求時
にオンライン請求を実施できなかったのは１１１６病
院。このうち３３３病院が「レセプト電子化や回線敷設
を実施済み」や「申し込み済み」「申し込み予定あ
り」で、支払基金にオンライン請求開始届を提出し
ているとした。
　オンライン請求の猶予措置の対象となった医療機
関などは５月請求分以降、毎月オンライン請求の準
備状況を審査支払機関に提出することになってい
る。支払基金では５月請求時にオンライン請求をし
ていない２２５６病院に状況届を送付し、１９３４病院が提
出。未回収は３２２病院だった。今回は６月３日までに
提出のあったものについて状況を集計した。
（６/２２MEDIFAXより）

療養病床の１日平均在院患者数、病院と診療
所で増加
　厚生労働省は７月６日、２００９年２月分の病院報告
（概数）を発表した。療養病床の１日平均在院患者数
は、病院と診療所でともに前月より増加していた。
　病院の療養病床の１日平均在院患者数は３１万４２６４
人で、前月から５５４７人の増加。診療所は１万２３２５人
で、前月から１３５人の増加だった。
　介護療養病床の１日平均在院患者数は病院で８万
６３８５人（前月比１８人増）、診療所で４７９４人（前月比４
人減）だった。
　病院のすべての病床種別を合わせた１日平均在院
患者数は１３４万３１３８人で、前月に比べて３万４１２７人の
増加。１日平均外来患者数は１４２万７５３５人で、前月か
ら７万９７９４人増加していた。
　病院の平均在院日数は３３.６日（前月比１.５日短縮）
で、すべての病床種別で前月より短縮。療養病床で
は１７３.８日で前月より１１.９日短縮しており、介護療養
病床では２９３.６日で１９.４日短くなっていた。診療所の
療養病床は９９.９日で前月より６.３日短縮、介護療養病
床は９６.９日で前月より７.１日短くなっていた。
　病院の月末病床利用率は８０.８％で、前月から０.７ポ
イント減少。病床種別に見ると、療養病床では９１.２％
で前月より０.１ポイント増加しており、介護療養病床
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では９４.５％で０.５ポイント増加していた。
（７/７MEDIFAXより）

都道府県の０９年度予算、医師確保事業費が
２.３倍／手当、奨学金など待遇改善
　へき地医療や産科、救急などを中心に深刻化する
医師不足に対処するため、都道府県が２００９年度の当
初予算で、前年度の２.３倍に上る総額２１９億円の医師
確保事業費を盛り込んだことが６月２７日、共同通信
社のアンケートで分かった。
　全体の６割を救急医への手当助成など０９年度に大
幅に拡充された国の補助事業が占めたが、研修医ら
への奨学金制度など都道府県の単独事業も約９０億円
と前年度より３割以上増えた。ただ待遇改善につな
がる制度を設けても応募がなく廃止される例もあ
り、医師確保の決め手が見つからない現状も浮かび
上がった。
　国の補助事業は１２９億円で、妊婦の救急搬送拒否問
題などを受けて新設された「救急勤務医手当」（３２都
府県が導入、６５億円）、「分娩手当」（３４都府県が導
入、３１億円）の割合が高かった。うち救急で９都県、
分娩で１４都県が自主財源で手当を上乗せしていた。
７府県はこれらの手当について、補正予算での導入
を検討中と回答した。
　都道府県の単独事業では、一定期間、地元で勤務
することを条件にした医学生や研修医への奨学金制
度が、福岡以外の全都道府県に拡大。２１都道県では、
有給で自主的な研修ができる期間を設けるなど好条
件で医師を職員として採用し、人材が足りない地域
の病院に派遣する「ドクタープール制度」を採用し
ている。
　しかし、滋賀県は「応募者がいない」としてドク
タープール制度を０９年度に廃止。山口県も、同じ理
由で、出産、育児などで離職した医師の再就職支援
事業を取りやめた。都道府県担当者からは「自治体
の努力だけでは限界がある。医師のへき地勤務の義
務化など、国による抜本的な改革が必要だ」（新潟県）
などとする声が目立った。
【共同】（６/３０MEDIFAXより）

４疾病５事業「数値目標に重み付けを」／厚
労省委託の調査研究事業
　厚生労働省は、報告書「各都道府県の新たな医療
計画にかかる調査研究」を公表した。医療計画の数
値目標の設定について「都道府県によりばらつきが

ある」と分析。実績が良くない疾病・事業に対し、
重点的に数値目標を設定するなど「数値目標の重み
付け」が必要と指摘している。
　研究は２００８年度「医療施設経営安定化推進事業」
の一環で、厚労省医政局が日本経済研究所に委託し
てまとめた。４疾病５事業の実績値（パフォーマン
ス）と、数値目標などで評価する指標の採用率を踏
まえ、各都道府県の医療計画の現状を分析。併せて、
医療計画の検討プロセスや策定後の広報体制につい
て、５自治体へのヒアリング調査と、各都道府県を
対象としたアンケート調査を実施した。
　実績値と指標の採用率に基づく現状分析では、都
道府県の医療計画を①４疾病５事業の実績値が低い
ために数値目標を設定し、着実な実施を図っている
②実績値が低いにもかかわらず、数値目標など定量
化できる指標を導入していない─など９パターンに
分類。実績値と指標の採用率がともに高く、特に数
値目標の設定方針なども明確な自治体として千葉、
新潟、熊本などを挙げた。その上で「都道府県によ
って今後取るべき対応が異なる」と指摘し、分類を
今後の計画策定に反映させるよう提案している。
　一方、各都道府県を対象としたアンケート調査結
果によると、９７.８％の自治体が医療計画策定のため
に新たに行った調査として「医療機能調査（医療資
源調査）」を提示。４疾病５事業と同時に重点的に取
り組むべき事業としては「在宅医療（終末期医療を
含む）」（３７.０％）が最も多く、「精神疾患」（２１.７％）、
「難病」（１５.２％）の順だった。報告書は、医療の需
給両面での幅広い調査を実施するために「計画策定
のガイドラインを遅くとも１年前には提示すべき」
と指摘。４疾病５事業以外の疾病・事業についても
医療計画に反映すべきとしている。
（６/２３MEDIFAXより）

メタボ健診、受診率約６０％／０８年度の健保組合
　４０－７４歳を対象にした特定健診、いわゆる「メタ
ボ健診」の２００８年度の受診率は、大企業のサラリー
マンらが加入する健康保険組合の平均で５９.８％（速
報値）だったことが、健康保険組合連合会の集計で
７月３日、分かった。
　特定健診は０８年４月に導入され、健保組合には扶
養家族も含め約３０００万人が加入。国は１２年度までの
目標として、加入者の受診率８０％を掲げている。初
年度はこれを大幅に下回った。
　健保加入者本人の受診率が７５％なのに対し、扶養

京都保険医新聞２００９年（平成２１年）７月２７日　毎週１回月曜日発行 （昭和２６年３月５日第３種郵便物認可）　第２７０１号

第１２１号２４



家族は３２.５％にとどまった。
　従来、加入者の配偶者らは市町村が実施する住民
健診を受けていたため、健保受診への切り替えがス
ムーズに進んでいないとみられる。受診率が低いと、
後期高齢者医療制度への支援金増額などの罰則が健
保に科される可能性もあり、受診増への取り組みが
課題となる。
　全国の約１５００の健保組合に健診データの提供を求
め、９５.８％から回答があった。【共同】

メタボ健診の受診率２５％／周知不足などが低
迷原因、共同通信調べ
　４０－７４歳を対象にした２００８年度の特定健診、通称
「メタボ健診」の受診率は、１８政令指定都市の国民健
康保険加入者のうち、データが整っていない京都、
神戸、広島を除く１５政令市の平均で２５％にとどまっ
ていることが６月２４日、共同通信の集計で分かった。
　政令市の状況をみると、特定健診の受診率は、仙
台市の４９％が最も高く、唯一４割を超えた。次いで
千葉（３６％）、さいたま（３５％）、新潟（３０％）の順。
このほかの市はいずれも１０－２０％台。今回判明した
受診率は、０７年度まで住民対象に実施されていた「基
本健診」の受診率に近い自治体が多く、半分程度に
下がった自治体もあった。
　受診率低迷の理由としては「制度の理解不足」「Ｐ
Ｒ不足」「太っている人はメタボと言われたくない、
やせている人は関係ないと受診を控えた」「メタボの
イメージが強すぎた」などが挙げられている。
　各市の数値は現時点の暫定値で、今後変動する見
通し。【共同】（６/２６MEDIFAXより）

介護給付費、６兆１６００億円で４.９％増／０７年
度介護保険事業状況報告
　厚生労働省は６月２４日の社会保障審議会・介護給
付費分科会で、２００７年度介護保険事業状況報告（年
報）のポイントを報告した。利用者負担を除いた介
護給付費は前年度比４.９％増の６兆１６００億円だった。
サービス別で見ると、居宅サービスは１カ月平均で
２３８５億円で、施設サービスの同２１０８億円を上回った。
　６５歳以上の第１号被保険者数は２７５１万人（前年度
比約７５万人増）で、初めて２７００万人を超えた。うち
７５歳以上の後期高齢者は１２８０万人で全体の４６.５％を
占めた。第１号被保険者１人当たりの給付費は２２万
４０００円（同５０００円増）で前年度とほぼ変わらなかった。
　介護サービス受給者数は１カ月平均３６３万人（同

２.７％増）で、うち居宅サービス受給者（２６３万人）
が７２.２％を占めた。施設サービス受給者は８２万人
（２２.７％）で、介護老人福祉施設が４１万人（前年度比
４.２％増）、介護老人保健施設が３０万人（同２.７％増）、介
護療養型医療施設が１１万人（同５.９％減）。介護療養
型医療施設のみ減少した。
　０７年度末現在で介護給付費準備基金の積立金を保
有している居宅サービス０は１５４５保険者で、全保険
者の９３％を占めた。積立金額は３１７８億円で前年より
１０３８億円増。厚労省老健局は「第４期介護保険事業
計画に当たって、積立金の４分の３程度が取り崩さ
れ保険料の軽減に充てられる」としている。
　要介護（要支援）認定者数は０８年３月末で４５３万人、
前年度より２.９％増加した。第１号被保険者全体に占
める認定者数の割合は１５.９％（前年度比０.０３％増）で、
要支援１－要介護２の軽度者は９.７％（前年度９.９％）、
要介護３－５の重度者は６.２％（同６.０％）だった。
（６/２５MEDIFAXより）

非正規労働者の失職約２２万人に／正社員３割
増、厚労省調査
　２００８年１０月以降に職を失ったか、または０９年９月
までに職を失う見通しの非正規労働者数は２２万３２４３
人に達することが６月３０日、厚生労働省の調査で分
かった。
　０８年１０月から０９年６月までの失職者数を調べた５
月の前回調査より３.２％増加。自動車など生産の一部
に回復の動きもあり、調査の対象期間は延びたもの
の増加率は低下している。
　失職する非正規労働者のうち、派遣社員の占める
割合が６１.６％と最も多い。再就職できた人は３万３２５
人で、動向が分かった人のうち３１.４％にとどまった
ものの、前月調査よりは５.３ポイント上昇した。非正
規労働者の都道府県別では愛知県が３万７０５９人と最
も多い。長野県が１万４６人、静岡県が９２６３人と続き、
上位３県の順位は前月と変わらなかった。【共同】

 

事業認可の異議はすべて棄却／核燃料再処理
工場で保安院
　日本原燃の使用済み核燃料再処理工場（青森県六
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ケ所村）などの事業を認可したのは違法だとして、
市民グループなどが１９９３年に国に申し立てた１０件の
異議について、経済産業省原子力安全・保安院は７
月１０日「安全審査は妥当」としてすべて棄却したと
発表した。
　申し立てから判断に長期間かかったことに関し
て、保安院は「９７年の東海村再処理工場爆発事故の
対応を優先するなどした」と釈明した。
　申し立てた市民グループ「核燃サイクル阻止１万
人訴訟原告団」代表の浅石紘爾弁護士は「１６年前の
申し立てに今ごろ決定を出し、しかも棄却。行政庁
の怠慢がはっきりしており、強い憤りを覚える」と
話した。
　同グループなどは９３年、国が認可の際、考慮すべ
き過去の重大地震を意図的に外し、活断層の存在も
無視したなどとして行政不服審査法に基づき申し立
てた。保安院は「耐震性は確保できると確認した」
としている。
　２００７年夏に、保安院や旧科学技術庁などで２０件以
上の申し立てが放置されていたことが発覚。今回で
放置分すべてで判断が出たが、いずれも退けられた。
【共同】

原子力大綱の改定先送り／トラブル続き　政
策停滞
　国の原子力委員会（近藤駿介委員長）が、原子力
利用の基本方針を示すためにほぼ５年ごとに改定し
てきた「原子力政策大綱」の２０１０年の改定を先送り
することが７月２日、分かった。
　地震による原発の被災や、核燃料サイクルの中核
施設である日本原燃の核燃料再処理工場（青森県六
ケ所村）にトラブルが続いたことなどで政策の先行
きが不透明となったことが理由。原子力委は「（１０年
に改定しても）現行の大綱と同じような内容になり
かねない」としており、この間の原子力政策の停滞
が浮き彫りになった形だ。
　１０年の改定に向けた有識者による委員会設置は当
面見送り、次回改定作業の開始時期は未定。
　現行の原子力政策大綱は、１９５６年から約５年ごと
に改定されていた原子力研究開発利用長期計画（長
計）を引き継ぎ、０５年に原子力委が策定。使用済み
核燃料を全量再処理し、抽出したプルトニウムを燃
料に再利用する核燃料サイクル路線を堅持する一
方、使用済み燃料を再処理せず直接処分する技術も
検討することを初めて明記した。

　しかし、肝心のプルトニウムを抽出する再処理工
場は、試運転段階でトラブルが続発して本格操業入
りを度々延期。プルトニウムを一般の原発で燃やす
プルサーマル計画も始まらず、電力業界が当初の目
標を５年先送りしたばかりだ。
　０６年に改定された耐震指針に基づき国が進める原
子力施設の安全性検証作業も、０７年の新潟県中越沖
地震で柏崎刈羽原発が被災した結果、新しい知見を
反映する必要に迫られて長期化。９５年のナトリウム
漏れ事故以来停止中の高速増殖炉原型炉もんじゅ
（福井県敦賀市）も、トラブルや耐震補強工事の影響
で運転再開が遅れている。【共同】

経産省が原発推進強化策／２０年に発電比率
４０％に
　経済産業省は６月１８日、発電の過程で温室効果ガ
スを排出しない原子力発電の比率を２０２０年時点で
４０％程度に増やし、地球温暖化防止に積極活用する
べきだとする原子力発電の推進強化策をまとめた。
　強化策はまず、原発の利用効率を向上させるため、
１月に導入された定期検査間隔延長を生かした運転
期間の長期化や、運転中の検査・補修の拡大などを
それぞれ推進するとした。
　計画中の１８年度までに９基の原発増設は着実に推
進。３０年前後に本格化する原発の建て替え時期を視
野に、需要の少ない時期に定格出力以下で運転する
方法の導入や、計画から建設までの期間短縮など、
電力会社の運用を柔軟にし、投資リスクを軽減する
施策を講じる。
　一方、使用済み核燃料を再処理して、抽出したプ
ルトニウムを再利用する核燃料サイクル政策は「確
固たる国家戦略として」推進すると強調。
　原発でプルトニウム・ウラン混合酸化物（ＭＯＸ）
燃料を使うプルサーマルの早期実施に向け業界を挙
げて取り組むことや、使用済み核燃料の中間貯蔵施
設の立地、再処理で発生する高レベル放射性廃棄物
の処分場の選定を進める。【共同】

原発を太陽光発電施設に／オーストリアで新
たな試み
　ウィーン近郊に１９７０年代に建設され、一度も運転
することなく廃止されたツウェンテンドルフ原子力
発電所で太陽光パネル３００枚が設置され６月２５日、発
電が始まった。不要になった原発で太陽光発電を行
う例のない試みで、計画を進めた地元電力会社は「エ
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ネルギーの将来を考える上で歴史的な日だ」と述べ
た。
　ツウェンテンドルフ原発はウィーンの西約５０キロ
にあり、オーストリア唯一の原発として完成状態に
あったが、７８年の国民投票で操業しないことが決ま
った。発電所の施設はその後、地元電力会社が買収
し、国外の原発技術者の訓練が行われている。
　電力会社は１２０万ユーロ（約１億６０００万円）をかけ
て原子炉建屋の屋上やその周りに太陽光パネルを設
置した。７月中に計１０００枚に増やす予定で、年間の
発電電力量は１８万キロワット時と、好天時の日中に
は数百世帯分の電力を賄えるとしている。
【ウィーン６月２６日共同】

気温上昇２度以内に／温暖化で主要国会合が
宣言
　主要国（Ｇ８）に中国やインドなどの新興国を加
えて地球温暖化問題を討議する主要経済国フォーラ
ム（ＭＥＦ）の首脳会合は７月９日夕（日本時間１０
日未明）、産業革命以来の気温上昇を２度以内に抑え
ることの重要性に言及した首脳宣言を発表した。
　温暖化抑制のための温室効果ガスの排出削減につ
いては「２０５０年までに相当量を削減するという世界
全体の目標を設定するために取り組む」との表現に
とどまり、「５０年排出半減」などの数値目標には合意
できなかった。
　先進国と中国やインドなどの新興国との意見の隔
たりが埋まらなかったためで、０９年末の合意を目指
して進む京都議定書に続く次期の温暖化対策の枠組
み交渉の行方の困難さを見せつける結果となった。
　宣言は「世界の気温上昇は産業革命前と比べ２度
を超えないようにするべきだとの科学知見を認識す
る」と、先に発表されたＧ８の首脳宣言と同じ表現
で温暖化の限度に言及。温暖化の大きな被害を抑え
るには温度上昇を２度以内に抑えることが必要とさ
れており、主要国として、これを目指す姿勢を示し
た形だ。
　宣言はまた、「低炭素で気候に優しい技術革新推進
のため、研究開発の公的投資を１５年までに倍増させ
る」と国際的な取り組みの重要性を指摘。さらに発
展途上国支援のため「国際的な資金の仕組みを作る
との提案をさらに検討する」としたが、具体的な金
額などは示さなかった。
【ラクイラ（イタリア中部）７月９日共同】

クールビズ実践は５７％／内閣府世論調査
　内閣府が７月９日発表した世論調査結果による
と、政府が推奨している夏の軽装「クールビズ」を
職場で実践していると答えた人は５７.０％に上った。
環境省は「２年前の同様の調査より１０ポイント以上
増えており、着実に浸透している」としている。
　地球温暖化対策のために取り組んでいること（複
数回答）は「家庭でのエアコンの温度調節」が６３.０％
で最も多く、「水道の蛇口をこまめに閉める」５８.２％、
「買い物時に袋を持参しレジ袋などのごみを減らす」
５６.６％が続いた。
　クールビズに「賛同する」は８１.５％、「賛同しない」
は３.４％だった。調査は２００９年５、６月に成人男女
３０００人を対象に実施し、回答率は６８.５％。【共同】

 

オンライン義務化撤回「大阪訴訟」第２次提
訴／原告団
　レセプトオンライン請求の義務化に抗議し、撤回
を求める開業医有志による「大阪訴訟」の第２次提
訴が、７月３日に行われた。「大阪訴訟」は、第１次
として、４月２３日に、大阪を中心とした近畿各府県
の開業医２４４人が原告となり提訴している。３日の提
訴行動には、原告団、弁護団や支援者約４０人が大阪
地方裁判所前に集合。地裁に第２次の原告団名簿を
提出した。その後、集会を開き、河村弁護団長が報
告した。
　河村弁護士は、裁判の３つの争点①医療機関の事
情を無視した義務化によって、患者国民に対する診
療行為そのものが妨げられる②患者の健康情報など
プライバシーが脅かされ、その保護の保障もない③
国会の議決もない省令で、医師、患者の重大な権利
制限を強いる義務化を決めることは許されない―に
確信もち、全力で闘うと決意を述べた。また、「被告
側の出した、訴状に対する『答弁書』では、裁判で
請求している具体的事実関係は否認し、『この裁判を
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門前却下せよ』と言っている。具体的な反論は追っ
て書面で提出するとしたままだ。今後、被告側から
書面が提出され、裁判で根本的に問うことになろう。
政治情勢がどのようになっていくか分からないが、
我々は裁判で提起した３つの争点に確信を持ち、全
力でたたかっていきたい」と述べた。

水俣病「特措法案」修正合意に抗議／保団連
　自民・公明与党と民主党が７月２日、「水俣病特別
措置法案」について法案修正に合意し、国会成立を
めざしていることを受け、保団連は７月３日、「水俣
病問題に関する『特別措置法案』修正合意に抗議す
る」声明を、野本哲夫・公害環境対策部長名で発表
した。声明では、修正案は、水俣病未認定患者を救
済するとは名ばかりで、与党案の問題点である被害
者を大量に切り捨て、加害企業チッソを免罪する本
質は変わっておらず、到底認められないとして抗議
している。同時に、水俣病の早期完全救済を図るた
め、現行の認定基準見直し、不知火海沿岸住民の健
康調査の実施など、国と自治体、企業の責任を明確
にした、真の解決策を求めている。
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資料1
経済財政改革の基本方針２００９年

　政府は６月２３日、臨時閣議を開き、２０１０年度の予算編成の基本方針を盛り込んだ「経済財政改革の基本方針（骨太方針）
２００９」を決定した。

■ 閣議決定　２００９年６月１３日 ■
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２００９年度　第３回　２００９年６月２３日
【特別討議】
１．2008年度総括報告（案）について
　　△担当＝増田副理事長
２．情勢報告（案）について
　　△担当＝垣田副理事長
３．2009年度部会活動方針（案）について
　　△担当＝各副理事長

【各担当部報告】
〈総務部会〉
１．週間行事予定表の確認
２．今週の医療情報
３．創立60周年記念祝賀会アトラクション演奏者

との面談（６月８日）状況
４．ジャズを楽しむ会（６月13日）状況
５．創立60周年記念祝賀会打ち合わせ（６月16日）
状況

〈医療安全対策部会〉
１．医療機関側との懇談（６月16日）状況
２．法律相談室（６月18日）状況
３．医療事故案件調査委員会（６月19日）状況
４．医師賠償責任保険処理室会（６月22日）状況

〈政策部会〉
１．第20回医療制度検討委員会（６月10日）状況

〈保険部会〉
１．レセプトオンライン請求学習会（６月11日）

状況
２．全国版『公費負担医療等の手引』編集会議
（６月13日－14日）状況

３．耳鼻咽喉科診療内容向上会（６月13日）状況
【部会報告】
１．各部会（６月９日）状況と決定事項確認の件

〈総務部会〉
１．2009年度部会方針並びに2009年度予算の検討
２．医療ＩＴ問題検討委員会の委員選出
３．第62回定期総会の開催確認
４．代議員会正副議長との打ち合わせの開催確認
５．2008年度会員分析
６．新規開業医のための基礎講習会の開催確認
７．ジャズを楽しむ会申込状況確認
８．男の料理教室の開催確認
９．文化ハイキングの開催確認
10．第６回文化講座の開催確認

11．地区・専門医会会報等の収集及び回覧
〈経営部会〉
１．2009年度部会方針並びに予算の検討
２．医療ＩＴ化問題検討会委員の選出
３．保険医年金第53次春普及の中間報告
４．各社プレプリント活用状況の報告
５．新しく医療機関に勤められた新入職員のため

の研修会の日程調整
６．まるごと保険医協会デーの開催日の検討
７．ロゴ作成の確認
８．住宅用火災報知器の斡旋状況の報告
９．ゴールドカード利用状況の確認
10．㈱日本総合コンサルティングからの協力依頼
について検討

〈医療安全対策部会〉
１．2009年６月度の紛争状況の中間報告
２．2009年度部会方針の確認
３．医療ＩＴ化問題検討会委員の選出
４．『京都保険医新聞』「院内事故調報告書の提出

義務はあるか」の掲載確認
５．2009年度処理室会開催日の確認

〈政策部会〉
１．政策部会活動のあり方の確認
２．情勢報告（案）の検討
３．2009年度活動方針の確認
４．出版編集会議委員の選出
５．医療ＩＴ化問題検討会委員の選出
６．保団連各専門委員の選出
７．ＮＰＯ法人おふぃすパワーアップ発行『京都

妊娠・出産情報』へのヒブワクチンの広報の
確認

【各担当部議事】
〈総務部会〉
１．前回理事会（６月９日）要録と決定事項の確認
２．７月中の会合等諸行事及び出席者確認の件
３．各部会開催の件
４．第１回正副理事長会議（６月11日）状況確認
の件

５．第39回保団連夏季セミナーへの出席の件
６．2009年度４・５月分収支月計表報告状況確認
の件

７．新規開業未入会会員訪問実施の件
８．会費免除申請の件
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９．会員入退会及び異動に関する承認の件
10．新規開業医のための基礎講習会開催の件

〈経営部会〉
１．新しく医療機関に勤められた新入職員のため

の研修会（２日目）開催の件
２．保団連近畿ブロック共済担当役員交流会への

出席の件
〈医療安全対策部会〉
１．医療機関側との懇談の件
２．第265回関西医事法研究会への出席の件

〈政策部会〉
１．前原誠司と医療・福祉を考える会（医誠会）

総会への出席の件
２．反核京都医師の会世話人会出席の件
３．『京都保険医新聞』（第2695号、2696号）合評
の件

〈保険部会〉
１．保団連研究会活動担当者会議出席の件
２．産婦人科診療内容向上会開催の件
３．第629回社会保険研究会開催の件
４．オンライン請求義務化問題学習会開催の件
５．研究対策関係打ち合わせ開催の件

　《以上２３件の議事について承認》

２００９年度　第４回　２００９年７月７日
【特別討議】
１．2009年度予算（案）について
　　△担当＝増田副理事長

【各担当部報告】
〈総務部会〉
１．週間行事予定表の確認
２．今週の医療情報
３．新規開業未入会会員訪問（６月25日）状況

〈経営部会〉
１．保団連経税部事務局小委員会・電話会議（６

月16日）状況
２．金融共済委員会（６月24日）状況
３．2009年度全国経営税務担当事務局会議（６月
29日）状況

４．新しく医療機関に勤められた新入職員のため
の研修会（７月２日）状況

〈医療安全対策部会〉
１．第264回関西医事法研究会（６月20日）状況
２．医療機関側との懇談（①６月23日②30日）状況

〈政策部会〉
１．保団連近畿ブロック本会議（６月20日）状況
２．出版編集会議（６月25日）状況
３．「法然院で、地球温暖化防止」展講師派遣（６

月25日）状況
４．京都府後期高齢者医療広域連合に対する「資

格証明書を原則交付しないことを求める要望
書」提出（７月２日）状況

〈保険部会〉
１．医事担当者連絡会議（６月25日）状況

【部会報告】
１．保険部会（７月３日）状況と決定事項確認の件

〈保険部会〉
１．出版編集会議委員の選出
２．第62回定期総会の出欠確認
３．『京都保険医新聞』連載「主張」「理事提言・

広場」欄の内容確認
４．2009年度出版物の確認
５．2010年診療報酬改定の動向の報告
６．福山哲郎参院議員（民主）との懇談の出席確認
７．オンライン請求義務化問題学習会の開催確認
８．オンライン請求義務化撤回訴訟の動きの報告
９．医療ＩＴ化問題検討会の開催確認
10．代議員月例アンケートの結果報告
11．専門医会対象「『標準病名』アンケート」の結
果報告

12．レセプト点検日の確認
13．『公費負担医療等の手引』2009年度版の発行確

認
14．西京地区社会保険研究会への講師派遣の検討
15．指導に関する相談の報告
16．オンライン請求が義務づけられている医療機
関に対する行政指導、後発医薬品の使用促進
に関する個別指導等における周知徹底の確認

17．保団連「成田歯科医師賠償請求訴訟」への対
応確認

18．理事会特別討議の開催確認
19．施設基準適時調査関係の取り組みの確認
20．医事担当者連絡会議の開催確認
21．一般病棟入院中の患者の他医療機関受診に関
する実態調査等の取り組みの確認

22．通所リハ改定後の実態アンケートに関するマ
スコミ対応の確認

23．京都府内の理学療法士、作業療法士、言語聴
覚士会との懇談会の開催検討
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24．障害者施設等入院基本料等からの脳卒中後遺
症及び認知症患者対象除外についての取り組
みの確認

25．研究対策関係の打ち合わせの開催確認
26．第630回社会保険研究会の開催確認
27．次回部会の確認

【各担当部議事】
〈総務部会〉
１．前回理事会（６月23日）要録と決定事項の確認
２．会計監査（６月25日）状況確認の件
３．６月度会員増減状況
　　△2009年６月30日付会員数＝2563人
４．会員入退会及び異動に関する承認の件
５．新規開業会員訪問実施の件
６．会費免除申請の件

〈経営部会〉
１．消費税廃止京都各界連絡会・消費税闘争運動

交流集会への出席の件
２．保団連経税部会への出席の件

〈医療安全対策部会〉
１．医療機関側との懇談の件

〈政策部会〉
１．第17回保団連理事会（６月27日）状況確認の件
２．保団連第３回代議員会（６月28日）状況の件
３．『京都保険医新聞』（第2698号）・『メディペー
パー京都』第120号（第2697号）合評の件

〈保険部会〉
１．2009年６月度国保合同審査委員会（６月23日）
状況確認の件

２．保険審査通信検討委員会（７月３日）状況確
認の件

　《以上１２件の議事について承認》
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8月の相談室
担当＝坂本建築士８月１２日（水）午後２時～医院・住宅

新（改）築
担当＝三井生命のＦＣ
　　　（ファイナンシャルコンサルタント）８月２０日（木）午後１時～ファイナンシャル
担当＝莇弁護士８月２０日（木）午後２時～法 律
担当＝本宮社会保険労務士８月２０日（木）午後２時～雇 用 管 理
担当＝牧野税理士８月２６日（水）午後２時～経 営

開催日の３日前までに協会事務局へお申込み下さい。３０分間無料です。

８月のレセプト受取・締切
12日㈬

労
災

10日㈪8日㈯
基金
国保 ◎◎○

※○は受付窓口設置日、◎は締切日。
　受付時間は午前９時～午後５時です。
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男
大好評の男の料理教室第４弾、和食編。
今回は、だしの取り方などの和食の基本を教えていただきます。
もちろん女性の参加も大歓迎です。ぜひご参加下さい！

日　時＝9月12日（土） 午後 2 時～ 5 時
場　所＝大阪ガスクッキングスクール京都
　　　　（JR丹波口駅下車 西へ１００m下ル、
　　　　大阪ガスディリパ京都内１階）

参加費＝１人　1,800円

主　催＝京都府保険医協会

協　賛＝有限会社アミス

申　込＝京都府保険医協会事務局（☎075崖311崖8888）まで

第4弾

［和食の基本］の料理教室

［メニュー］
肉じゃが

鯖の味噌煮

だし巻き卵

ほうれん草とまいたけの胡麻和え

生麩とじゅんさいの赤出し

日　時　9月２７日（日） 午後1時３０分～4時３０分
場　所　あいおい損保新宿ホール（東京・新宿）

つまずいても「生きていける国」へ
貧困をなくし、社会保障を守る「基本法」を考える

問合せ　京都府保険医協会　緯０７５崖 ３１１崖 ８８８８　FAX ０７５崖３２１崖００５６
　　　　9.27ブログURL http://whats-social-security.com/927sympo/
　　　　「社会保障基本法」立法化を求める会URL　http://whats-social-security.com/

ズバリ ! ダメ出し〈現場からの告発〉
雇用・労働　河添　　誠 氏
医　　　療　本田　　宏 氏
介　　　護　竹森チヤ子 氏

高齢者医療　笹森　　清 氏
生 活 保 護　竹下　義樹 氏

生き残りの選択 　　 本格的福祉国家への道
後藤　道夫 氏　＆　渡辺　治 氏　＆　湯浅　誠 氏

入場無料

シンポジウム

コラボてい談
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定期総会 ご参加60周年と に を

会員 1,000円
家族・従事者 2,000円

参加費

ホテルグランヴィア京都（JR京都駅中央口）

日 時

場 所

8月9日日

　第62回定期総会（第177回定時代議員会合併）を開催します。
　また、協会はみなさまのおかげをもちまして昭和24年６月14日設立以来、今年
で創立60周年を迎えました。つきましては、定期総会終了後、創立60周年を記念
し「講演会」・「会員・家族・従事者と祝う『協会創立60周年記念祝賀会』」を開催
致しますので、ご家族・従事者などお誘いあわせの上、是非ご参加下さい。

●  2008年度活動報告並びに決算報告
●  2009年度活動方針（案）並びに予算（案）協議、決議採択　など

鷲田　清一（わしだ　きよかず）
1949年 9 月 2 日生、本籍地　京都府。1977年 3 月京都大学大学院文学研究科哲学専攻博士課程
単位取得退学、1988年 4 月関西大学文学部教授、1996年 4 月大阪大学文学部教授、2003年 8 月
大阪大学大学院文学研究科長・文学部長（2004年 3 月まで）、2004年 4 月大阪大学理事・副学
長（2007年 8 月まで）、2007年 8 月大阪大学総長。
＜専門＞臨床哲学、倫理学
＜主書＞『モードの迷宮』（ちくま学芸文庫）、『「聴く」ことの力―臨床哲学試論―』（ＴＢＳブ

リタニカ）、『「待つ」ということ』（角川書店）、『京都の平熱―哲学者の都市案内―』（講
談社）、『思考のエシックス－反・方法主義論』（ナカニシヤ出版）

＜受賞＞1989年サントリー学芸賞『分散する理性』『モードの迷宮』、2000年第 3回桑原武夫学
芸賞『「聴く」ことの力』、2004年紫綬褒章

申込み　京都府保険医協会【お手元に届いた案内はがき、または参加申込書（FAX）でお申込み下さい】

今回は、ビックバンド「ラ・フェスタジャ
ズオーケストラ」による演奏で、グレンミ
ラーの名曲などで楽しんでいただきます。

ラ・フェスタジャズオーケストラの紹介

音楽演奏

福引き
豪華賞品を
多数ご用意！

景品はイメージ

記　念
祝賀会

待つことの意味演 題

哲学者、大阪大学総長

鷲田 清一氏
講 師

私たちラ・フェスタジャ
ズオーケストラはその名
の通りお祭り事が大好き
な、結成16年目の、ヴォ
ーカル 1人を含む総勢18
人のフルオーケストラで
す。年 2回のライブハウ
スでの単独ライブの他、
京滋のホテルでのイベン
ト、ダンスパーティー等
で活動しています。

Ⅱ 記念講演会 15 :30～17 :00

Ⅰ 第62回定期総会 第177回定時代議員会合併 13 :00～15 :00

Ⅲ  協会創立60周年記念祝賀会 17 :30～20:00

〈講師からのひとこと〉
　気がつけばわたしたちの社会は、「待た
なくてよい社会」「待つことができない社
会」になっている。携帯電話をもつように
なって、ひとはだれかをじりじり待つこと
はなくなった。「評価」事業は成果の出る
のを辛抱強く待ってはくれない。そして、
子どもが紆余曲折を経て何かを思い知るの
を待てない親、患者の不安な思いにじっと
耳を傾けるこころと時間の余裕のない医療
スタッフ。待ちわびる、待ちあぐねる、待
ちくたびれる、待ち明かす、そして待ちぼ
うけ。「待つ」ことのそうしたじりじりし
た想いがひとびとの生活においてもつ意味
に、あらためて思いをはせてみたい。

会員・家族・
従事者と祝う


